
一

　出
雲
千
代
の
「
栞し

お
り

草ぐ
さ

」

　江
戸
時
代
の
出
雲
に
、
加
賀
千
代
女
に
な
ぞ
ら
え
て
「
出
雲
千
代
」
と
も
呼
ば

れ
た
俳
諧
の
名
手
「
松
井
し
げ
」
と
い
う
女
性
が
い
た
。

　明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
九
月
発
行
の
俳
誌
『
草
笛

　第
二
巻
第
九
号
』

に
、
祝い

わ
い羽う

風ふ
う

に
よ
る
「
出
雲
千
代
」
と
題
し
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
羽
風
が
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、「
何
人
の
起
稿
に
係
り
し
も
の
な
る
や
を
知

ら
ざ
れ
ど
十
余
年
前
或
書
」
に
「
記
事
あ
り
た
る
を
写
し
置
」
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
羽
風
は
「
百
余
年
以
前
に
我
地
方
に
斯
か
る
女
流
俳
家
の
出
で
し
こ
と
、
亦

多
く
世
に
知
ら
れ
ざ
る
が
如
し
。
故
に
再
び
茲
に
紹
介
」
し
た
と
い
う
（『
草
笛
』

引
用
部
分
に
濁
点
及
び
句
読
点
を
補
っ
た
。
以
下
同
様
）。

　「或
書
」
に
は
、
し
げ
の
生
涯
、
容
姿
や
心
ば
え
な
ど
が
、
加
賀
千
代
女
・
松

井
し
げ
女
の
俳
諧
七
句
を
折
り
ま
ぜ
な
が
ら
語
ら
れ
て
い
た
。
記
事
は
「
其
詞
藻

に
至
り
て
は
、
左
の
栞
草
に
つ
き
て
見
る
べ
し
」
と
続
き
、
作
品
集
「
栞
草
」
の

序
文
、
抜
粋
し
た
二
十
二
句
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
げ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

寛
政
享
和
の
頃
な
り
け
ん
、
神
門
の
片
ほ
と
り
常
楽
寺
村
の
伊
藤
五
左
衛
門

と
い
へ
る
人
の
女
に
、
し
げ
子
と
い
ふ
女
俳
人
こ
そ
出
で
た
り
け
る
。
し
げ

女
、
杵
築
の
松
井
某
に
嫁
し
貞
徳
あ
り
し
が
、
不
幸
に
し
て
夙
く
夫
に
別

れ
、
悲
み
に
た
へ
ず
自
ら
黒
髪
を
剃
り
落
し
て
操
の
実
を
あ
ら
は
し
、
塵
事

を
絶
ち
て
専
ら
思
を
俳
諧
に
寄
せ
、
遂
に
出
雲
千
代
の
名
を
得
、
七
十
余
歳

【
論

　文
】

松
井
し
げ
女
「
槃
草
」

―
―
翻
刻
と
考
察
―
―
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摘

　
　要

　松
井
し
げ
女
に
は
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
作
っ
た
句
集
「
栞
草
」
が
あ
る
と
さ
れ
、
出
雲
地
方
の
俳
人
や
研
究
者
に
よ
っ
て
発
見
を
切
望
さ
れ
て

き
た
。
実
際
の
タ
イ
ト
ル
を
「
槃
草
」
と
い
い
、
女
性
ら
し
い
視
点
に
満
ち
た
句
集
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

‥

俳
諧

　俳
句
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に
し
て
身
没
れ
り
。
国
人
、
し
げ
女
を
出
雲
千
代
と
よ
び
し
は
、
俳
諧
の
道

に
た
へ
な
り
し
に
よ
り
て
な
る
べ
し
。
千
代
の
容
姿
は
其
「
一
か
ゝ
へ
あ
れ

ど
柳
は
柳
か
な
」
の
句
に
知
ら
れ
、
し
げ
女
は
今
猶
嬋
妍
の
聞
え
あ
り
。
さ

れ
ど
其
清
淑
に
至
り
て
は
よ
く
相
似
た
り
。
千
代
の
句
に
「
手
折
ら
る
ゝ
人

に
か
ほ
る
や
梅
の
花
」
と
其
心
事
慕
ふ
べ
く
、
し
げ
女
の
句
に
「
争
は
ぬ
心

う
つ
く
し
遅
ざ
く
ら
」
と
其
心
ば
え
愛
す
べ
し
。

　し
げ
は
俳
諧
を
良
く
し
、
艶
や
か
で
美
し
く
、
奥
ゆ
か
し
い
女
性
で
あ
っ
た
。

出
雲
に
お
い
て
彼
女
が
「
出
雲
千
代
」
と
称
え
ら
れ
、
俳
諧
の
才
能
を
広
く
認

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
寛
政
・
享
和
（
一
七
八
九
～

一
八
〇
一
）
頃
に
「
し
げ
子
と
い
ふ
女
俳
人
こ
そ
出
で
た
り
け
る
」
と
あ
る
が
、

し
げ
の
活
躍
期
が
こ
の
頃
に
あ
た
る
。

　羽
風
は
「
或
書
」
を
明
治
三
十
七
年
の
十
余
年
前
に
書
き
写
し
た
と
い
う
か

ら
、
明
治
二
十
年
代
の
初
め
か
ら
半
ば
頃
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
既
に
女
流

俳
人
松
井
し
げ
の
名
は
、
出
雲
国
内
で
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
女
の

評
判
は
俳
諧
の
才
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
た
ぐ
い
ま
れ
な
る
美
貌
の
持
ち
ぬ
し

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
或
書
」
は
「
今
猶
嬋
妍
の
聞
え
あ
り
」
と
い
う
。

松
井
し
げ
は
出
雲
に
名
だ
た
る
美
人
と
し
て
、
こ
の
書
が
記
さ
れ
た
明
治
二
十
年

の
半
ば
頃
ま
で
語
り
継
が
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　「或
書
」
は
、
し
げ
の
作
品
も
紹
介
し
て
い
る
。「
栞
草
」
序
文
と
、
抜
粋
し
た

二
十
二
句
で
あ
る
。
序
文
を
抜
き
出
す
と
、

　
　
　
　
　
　栞
草
（
緒
書
）

世
に
さ
ま
〴
〵
の
花
有
て
、
蓮
は
泥
の
中
よ
り
清
ら
か
な
る
姿
を
な
し
、
牡

丹
は
岩
の
上
に
在
て
も
ふ
く
〴
〵
し
き
花
の
か
た
ち
を
そ
な
ふ
。
さ
れ
ば
、

其
所
を
ゑ
り
て
生
ふ
る
か
と
思
へ
ば
、
昔
の
人
の
言
葉
に
も
、
植
て
見
よ
花

の
そ
だ
ゝ
ぬ
里
も
な
し
と
や
ら
ん
し
た
ふ
て
、
い
ろ
〳
〵
の
花
の
種
を
ひ
ら

い
て
、
茶
園
の
片
す
み
に
ま
き
ち
ら
し
、
洗
濯
の
水
を
こ
ぼ
し
て
養
ひ
と

し
、
よ
す
が
あ
る
時
の
気
の
し
み
と
な
し
ぬ
。
故
に
、
栞
草
と
名
付
け
は
べ

る
。

　こ
れ
に
抜
抄
二
十
二
句
を
続
け
、
記
事
は
終
わ
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
（
元
文

か
ら
文
化
）
の
出
雲
を
生
き
た
、
魅
力
的
な
女
流
俳
人
の
紹
介
で
あ
っ
た
。

　記
事
が
掲
載
さ
れ
た
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）、
祝
羽
風
は
三
十
五
歳
。

奈な

倉ぐ
ら

梧ご

月げ
つ

が
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
日
本
派
「
碧
雲
会
」
を
起
こ
す
の
を

助
け
、
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
俳
誌
「
草
笛
」
発
刊
に
尽
力
し
た
。

　羽
風
の
記
事
に
素
早
く
反
応
し
た
の
が
、
野の

津つ

嘲ち
ょ
う

水す
い

（
の
ち
の
島
根
県
立
松

江
図
書
館
長
。
現
在
の
島
根
県
立
図
書
館
）
だ
っ
た
。『
草
笛

　第
二
巻
第
十
号
』

に
、
嘲
水
は
「
啾
々
録
」
と
題
し
て
、
熱
の
こ
も
っ
た
言
葉
を
寄
せ
て
い
る
。

前
号
所
載
、
羽
風
君
に
よ
り
て
紹
介
せ
ら
れ
た
る
出
雲
千
代
は
、
い
か
に
同

人
の
注
意
を
惹
起
し
た
で
あ
ら
う
か
は
、
余
の
信
じ
て
疑
は
ぬ
所
で
あ
る
、

果
し
て
百
余
年
以
前
に
於
て
、
我
雲
国
に
如
此
女
俳
人
の
出
で
し
も
の
と
せ

ば
、
吾
人
は
更
に
一
層
の
研
究
を
彼
の
女
に
向
つ
て
要
す
る
と
同
時
に
、
我

地
方
俳
諧
方
面
の
歴
史
は
尚
進
ん
で
調
ぶ
る
の
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。

　し
げ
は
明
治
期
に
お
い
て
も
、
出
雲
の
人
々
を
魅
了
し
た
よ
う
だ
。
し
か
し
な

が
ら
、「
草
笛
」
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
十
二
月
の
第
三
巻
第
十
二
号

を
も
っ
て
終
わ
り
、
こ
の
麗
し
き
女
流
俳
人
の
残
し
た
「
栞
草
」
が
見
つ
か
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）、
当
時
の
大
社
町
教
育
委
員
会
が
発
行
し
た
「
町

誌
資
料
編

　杵
築
文
学

　第
一
輯
」
に
は
、
廣
瀬
信
憲
氏
が
「
俳
諧
に
寛
政
前
後

の
頃
女
流
俳
人
と
し
て
松
井
千
代
あ
り
、
女
ら
し
い
す
ぐ
れ
た
句
を
残
し
て
異
彩

を
放
っ
て
い
る
が
資
料
不
足
の
為
次
輯
に
譲
る
こ
と
と
す
る
」
と
書
か
れ
た
。

「
千
代
」
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
げ
が
出
雲
俳
壇
に
お
け
る
重
要
人
物
の
一
人

松
井
し
げ
女
「
槃
草
」

－
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で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
十
分
な
資
料
が
見
当
た
ら
ぬ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
発
行
さ
れ
た
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』
に
お
い

て
桑
原
視
草
氏
も
ま
た
、「
私
が
、
松
井
家
を
訪
ね
、
十
代
松
井
氏
に
聞
い
た
限

り
で
は
、「
栞
草
」
―
―
し
げ
著
―
―
、
そ
の
他
の
資
料
は
無
い
と
い
ふ
こ
と
で

あ
っ
た
。（
中
略
）
彼
女
の
「
栞
草
」
の
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
」

と
語
ら
れ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
作
品
「
栞
草
」
が
発
見
を
切
望
さ
れ
つ
つ
見
つ
か
ら
ぬ
一
方
で
、

し
げ
自
身
に
関
す
る
調
査
は
進
ん
だ
。

　昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
大
社
町
教
育
委
員
会
が
当
時
の
大
社
公
民
館

で
催
し
た
「
大
社
町
女
流
文
人
顕
彰
展
」
の
記
念
誌
に
は
、
松
平
出
羽
守
の
家
老

三
谷
権
太
夫
に
発
句
を
求
め
ら
れ
た
と
い
う
「
杵
築
古
事
記
」
に
記
さ
れ
た
逸
話

が
、
藤
間
亨
氏
・
大
谷
従
二
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
三
谷
権
太
夫
は
使

者
に
扇
子
二
本
を
持
た
せ
て
、
評
判
の
し
げ
に
発
句
を
求
め
た
。
杵
築
に
着
い
た

使
者
は
い
な
ば
や
勘
右
衛
門
方
に
旅
宿
し
、
翌
日
し
げ
の
元
を
訪
ね
る
。
手
紙
を

受
け
取
っ
た
し
げ
は
恐
縮
し
つ
つ
も
、
わ
ざ
わ
ざ
使
者
を
立
て
て
く
だ
さ
っ
た
も

の
を
辞
退
す
る
の
も
失
敬
に
な
る
か
ら
、
お
送
り
く
だ
さ
っ
た
扇
子
を
取
り
出
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
。
使
者
が
箱
か
ら
扇
子
一
本
を
取
り
出
せ
ば
、
し
げ
は
早
速

に
「
涼
風
を
箱
か
ら
出
す
扇
か
な
」
の
発
句
を
認
め
た
。
こ
こ
で
使
者
は
、
扇
子

を
も
う
一
本
取
り
出
し
た
。
し
げ
は
そ
れ
を
手
に
取
り
、
封
を
切
っ
て
広
げ
る

と
、「
二
本
目
は
与
市
も
困
る
扇
か
な
」
と
認
め
た
。
こ
の
句
に
感
動
し
た
使
者

は
、
翌
日
に
松
江
へ
戻
っ
た
。
し
げ
に
は
礼
の
品
々
が
送
ら
れ
た
と
い
う
。

　次
い
で
、
中
和
夫
氏
も
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
『
大
社
の
史
話

　

三
十
三
号
』
に
「
近
世
の
女
流
俳
人

　松
井
し
げ
女
」
を
寄
稿
さ
れ
、
し
げ
の
生

涯
と
、『
草
笛
』
に
掲
載
の
な
い
句
を
紹
介
さ
れ
た
。

　桑
原
視
草
氏
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
『
出
雲
俳
句
史
』
に
お
い

て
は
『
草
笛
』
の
記
事
を
平
易
に
し
た
「
松
井
千
代
」
を
掲
載
さ
れ
た
。
昭
和

五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
の
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』
で
は
「
松
井
し
げ
」
と
改
め
、

生
涯
を
調
査
し
直
し
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
し
げ
の
句
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
十
一
月
三
日
の
「
島
根
新
聞
」
に
は
、

俳
誌
「
城
」
主
宰
の
前
田
圭
史
氏
に
よ
る
「
出
雲
の
千
代
」
と
題
し
た
文
章
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。「
大
社
町
女
流
文
人
顕
彰
展
」
記
念
誌
と
松
井
家
第
十
一
代
松

井
威
彦
氏
の
談
話
を
参
考
に
、
し
げ
の
生
涯
を
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
諸
研
究
に
よ
れ
ば
、
し
げ
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）、
出
雲
国
神
門

郡
常
楽
寺
村
に
、
二
代
目
伊
藤
五
左
衛
門
の
後
妻
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
。
長
く

後
世
に
語
り
継
が
れ
る
ほ
ど
美
し
く
、
慎
ま
し
や
か
な
女
性
で
あ
っ
た
と
い
う
。

杵
築
小
土
地
で
廻
船
業
を
営
む
本
松
井
屋
の
三
代
目
長
右
衛
門
（
享
保
九
年
、

一
七
二
四
年
生
）
に
嫁
い
だ
。
天
明
五
年
（
一
七
八
二
）
に
夫
が
六
十
二
歳
で
頓

死
す
る
と
、
四
十
九
歳
で
後
室
と
し
て
の
生
活
に
入
る
。
俳
諧
を
始
め
た
の
は

二
十
歳
頃
（
宝
暦
六
年
、
一
七
五
六
年
頃
）、
越
峠
村
の
広
瀬
百び

ゃ
く蘿ら

に
師
事
し
て

蕉
風
の
俳
諧
を
学
ん
だ
と
さ
れ
、
や
が
て
「
出
雲
千
代
」
と
世
に
持
て
囃
さ
れ
る

女
流
俳
人
と
な
っ
た
。
当
時
、
し
げ
の
名
声
は
広
く
出
雲
国
に
知
ら
れ
た
。

　し
げ
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
八
十
一
歳
で
没
し
た
。

　こ
の
た
び
、
長
く
所
在
の
知
れ
な
か
っ
た
「
栞
草
」
に
つ
い
て
、
書
家
・
井
原

雲
涯
氏
ら
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
資
料
の
ひ
と
つ
が
そ
れ
で
あ
る
と
確
認
で
き
た

た
め
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
合
わ
せ
て
、
実
際
の
作
品
名
が
「
槃
草
」（
た
ら
い

ぐ
さ
）
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
な
お
、
三
谷
権
太
夫
が
求
め
た
と
い
う
「
涼

風
を
箱
か
ら
出
す
扇
か
な
」
の
句
は
、「
槃
草
」
一
七
九
番
目
に
「
涼
し
さ
を
箱

か
ら
出
す
扇
か
な
」
と
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
十
分
な
資
料
が
見
当
た
ら
ぬ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
発
行
さ
れ
た
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』
に
お
い

て
桑
原
視
草
氏
も
ま
た
、「
私
が
、
松
井
家
を
訪
ね
、
十
代
松
井
氏
に
聞
い
た
限

り
で
は
、「
栞
草
」
―
―
し
げ
著
―
―
、
そ
の
他
の
資
料
は
無
い
と
い
ふ
こ
と
で

あ
っ
た
。（
中
略
）
彼
女
の
「
栞
草
」
の
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
」

と
語
ら
れ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
作
品
「
栞
草
」
が
発
見
を
切
望
さ
れ
つ
つ
見
つ
か
ら
ぬ
一
方
で
、

し
げ
自
身
に
関
す
る
調
査
は
進
ん
だ
。

　昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
大
社
町
教
育
委
員
会
が
当
時
の
大
社
公
民
館

で
催
し
た
「
大
社
町
女
流
文
人
顕
彰
展
」
の
記
念
誌
に
は
、
松
平
出
羽
守
の
家
老

三
谷
権
太
夫
に
発
句
を
求
め
ら
れ
た
と
い
う
「
杵
築
古
事
記
」
に
記
さ
れ
た
逸
話

が
、
藤
間
亨
氏
・
大
谷
従
二
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
三
谷
権
太
夫
は
使

者
に
扇
子
二
本
を
持
た
せ
て
、
評
判
の
し
げ
に
発
句
を
求
め
た
。
杵
築
に
着
い
た

使
者
は
い
な
ば
や
勘
右
衛
門
方
に
旅
宿
し
、
翌
日
し
げ
の
元
を
訪
ね
る
。
手
紙
を

受
け
取
っ
た
し
げ
は
恐
縮
し
つ
つ
も
、
わ
ざ
わ
ざ
使
者
を
立
て
て
く
だ
さ
っ
た
も

の
を
辞
退
す
る
の
も
失
敬
に
な
る
か
ら
、
お
送
り
く
だ
さ
っ
た
扇
子
を
取
り
出
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
。
使
者
が
箱
か
ら
扇
子
一
本
を
取
り
出
せ
ば
、
し
げ
は
早
速

に
「
涼
風
を
箱
か
ら
出
す
扇
か
な
」
の
発
句
を
認
め
た
。
こ
こ
で
使
者
は
、
扇
子

を
も
う
一
本
取
り
出
し
た
。
し
げ
は
そ
れ
を
手
に
取
り
、
封
を
切
っ
て
広
げ
る

と
、「
二
本
目
は
与
市
も
困
る
扇
か
な
」
と
認
め
た
。
こ
の
句
に
感
動
し
た
使
者

は
、
翌
日
に
松
江
へ
戻
っ
た
。
し
げ
に
は
礼
の
品
々
が
送
ら
れ
た
と
い
う
。

　次
い
で
、
中
和
夫
氏
も
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
『
大
社
の
史
話

　

三
十
三
号
』
に
「
近
世
の
女
流
俳
人

　松
井
し
げ
女
」
を
寄
稿
さ
れ
、
し
げ
の
生

涯
と
、『
草
笛
』
に
掲
載
の
な
い
句
を
紹
介
さ
れ
た
。

　桑
原
視
草
氏
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
『
出
雲
俳
句
史
』
に
お
い

て
は
『
草
笛
』
の
記
事
を
平
易
に
し
た
「
松
井
千
代
」
を
掲
載
さ
れ
た
。
昭
和

五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
の
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』
で
は
「
松
井
し
げ
」
と
改
め
、

生
涯
を
調
査
し
直
し
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
し
げ
の
句
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
十
一
月
三
日
の
「
島
根
新
聞
」
に
は
、

俳
誌
「
城
」
主
宰
の
前
田
圭
史
氏
に
よ
る
「
出
雲
の
千
代
」
と
題
し
た
文
章
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。「
大
社
町
女
流
文
人
顕
彰
展
」
記
念
誌
と
松
井
家
第
十
一
代
松

井
威
彦
氏
の
談
話
を
参
考
に
、
し
げ
の
生
涯
を
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
諸
研
究
に
よ
れ
ば
、
し
げ
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）、
出
雲
国
神
門

郡
常
楽
寺
村
に
、
二
代
目
伊
藤
五
左
衛
門
の
後
妻
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
。
長
く

後
世
に
語
り
継
が
れ
る
ほ
ど
美
し
く
、
慎
ま
し
や
か
な
女
性
で
あ
っ
た
と
い
う
。

杵
築
小
土
地
で
廻
船
業
を
営
む
本
松
井
屋
の
三
代
目
長
右
衛
門
（
享
保
九
年
、

一
七
二
四
年
生
）
に
嫁
い
だ
。
天
明
五
年
（
一
七
八
二
）
に
夫
が
六
十
二
歳
で
頓

死
す
る
と
、
四
十
九
歳
で
後
室
と
し
て
の
生
活
に
入
る
。
俳
諧
を
始
め
た
の
は

二
十
歳
頃
（
宝
暦
六
年
、
一
七
五
六
年
頃
）、
越
峠
村
の
広
瀬
百び

ゃ
く蘿ら

に
師
事
し
て

蕉
風
の
俳
諧
を
学
ん
だ
と
さ
れ
、
や
が
て
「
出
雲
千
代
」
と
世
に
持
て
囃
さ
れ
る

女
流
俳
人
と
な
っ
た
。
当
時
、
し
げ
の
名
声
は
広
く
出
雲
国
に
知
ら
れ
た
。

　し
げ
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
八
十
一
歳
で
没
し
た
。

　こ
の
た
び
、
長
く
所
在
の
知
れ
な
か
っ
た
「
栞
草
」
に
つ
い
て
、
書
家
・
井
原

雲
涯
氏
ら
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
資
料
の
ひ
と
つ
が
そ
れ
で
あ
る
と
確
認
で
き
た

た
め
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
合
わ
せ
て
、
実
際
の
作
品
名
が
「
槃
草
」（
た
ら
い

ぐ
さ
）
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
な
お
、
三
谷
権
太
夫
が
求
め
た
と
い
う
「
涼

風
を
箱
か
ら
出
す
扇
か
な
」
の
句
は
、「
槃
草
」
一
七
九
番
目
に
「
涼
し
さ
を
箱

か
ら
出
す
扇
か
な
」
と
収
録
さ
れ
て
い
る
。

松
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二

　［翻
刻
］
　槃
草

　「
槃
草
」
は
、
書
家
の
井
原
雲
涯
氏
宅
所
蔵
の
書
道
関
係
を
中
心
と
す
る
資
料

群
に
含
ま
れ
て
い
た
。
現
在
は
出
雲
市
立
海
辺
の
多
伎
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、

「
廻
瀾
亭
文
庫
」
中
の
一
点
と
な
っ
て
い
る
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
し
げ

六
十
五
歳
頃
の
作
品
で
あ
り
、
タ
テ
十
八
・
八
セ
ン
チ
×
ヨ
コ
十
五
・
三
セ
ン
チ

の
手
書
き
本
に
は
、「
正
月
」
か
ら
「
十
二
月
」
ま
で
月
ご
と
に
区
切
っ
て
、

四
百
四
十
八
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
各
句
の
頭
に
新
た
に
番
号
を
付
し
た
。
清
濁
は
原
文
の

通
り
と
し
た
。
漢
字
は
通
行
字
体
に
改
め
た
。
本
文
に
は
、
取
り
消
し
線
や
塗
り

潰
し
、
候
補
の
文
字
を
並
べ
て
記
す
な
ど
、
作
者
し
げ
に
よ
る
推
敲
の
跡
が
多
く

見
ら
れ
る
。
見
え
消
し
は
翻
刻
の
対
象
と
し
、
二
重
線
を
用
い
て
削
除
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
。
塗
り
潰
し
に
よ
る
削
除
は
翻
刻
の
対
象
か
ら
外
し
た
。
奉
納

に
用
い
た
五
句
（
四
六
、
三
四
八
、
三
七
九
、
三
八
七
、
四
一
四
）
に
つ
い
て
、

し
げ
は
句
の
上
に
そ
の
旨
を
書
き
込
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
句
の
横
に
記
し

た
。
各
句
の
下
の
「
○
」「
●
」
な
ど
の
印
は
原
本
に
あ
り
、
し
げ
に
よ
る
何
ら

か
の
分
類
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　槃

草

世
に
さ
ま
〳
〵
の
花
有
て
蓮
は
泥
の
中
よ
り
清
ら
か
な
る
姿
を
な
し
牡
丹
は
岩
の

う
へ
に
在
て
も
ゆふ

 
く

 
〳
〵

 
し

 
き

た
か
な
る
花
の
か
た
ち
を
そ
な
へ
さ
れ
は
其
所
を
ゑ
り
て
生
る

か
と
思
へ
は
昔
の
人
の
言
草
に
も
植
て
見
よ
花
の
生
立
ぬ
さ
と
も
な
し
と
や
ら
ん

を
し
た
ふ
て
い
ろ
〳
〵
の
花
の
種
を
ひ
ら
い
て
茶
園
の
片
す
み
に
ま
き
ち
ら
し
洗

濯
の
水
を
こ
ほ
し
て
養
ひ
と
し
よ
す
か
あ
る
時
の
た
の
し
み
と
な
し
ぬ
故
に
槃
草

と
名
付
侍
る

し
け

　
　
　
　
　正

月

一

　
　
　元

日
や
う
つ
く
し
き
物
人
こ
ゝ
ろ 

○

二

　
　
　元

日
や
蓬
莱
の
山
よ
所
な
ら
す

三

　
　
　元

日
や
き
の
ふ
の
事
も
ふ
る
め
か
し

四

　
　
　元

日
や
遊
ふ
つ
れ
に
は
ま
た
な
ら
す

五

　
　
　こ

そ
の
物
み
な
新
し
や
け
さ
の
は
る

六

　
　
　歯

か
た
め
の
心
恥
か
し
老
の
は
る 

○

七

　
　
　用

い
ふ
て
来
る
人
も
な
し
け
ふ
の
春

八

　
　
　く

も
り
な
き
心
を
う
つ
せす

か
ゝ
み
も
ち 

○

九

　
　
　う

ら
な
き
を
う
き
世
の
人
の
か
ゝ
み
も
ち

一
〇

　
　は

る
も
け
ふ
目
に
見
へ
そ
む
る
霞
か
な 

一
一

　
　
　
　本

宅
へ
移
ら
れ
し

　
　
　
　門

の
戸
を
ひ
ら
け
は
す
く
に
恵
方
哉

一
二

　
　今

朝
見
れ
は
か
さ
り
は
ら
と
て
美
し
き 

○

一
三

　
　ふ

く
は
ら
や
ち
り
あ
く
た
と
は
思
は
れ
す

一
四

　
　な

か
ら
へ
て
孫
か
手
ぬ
ひ
の
着
衣
は
し
め

一
五

　
　苔

の
む
す
岩
に
あ
や
か
れ
き
そ
は
し
め 

一
六

　
　か

け
鯛
もや

お
手
に
覚
へ
の
恵
美
須
棚 

一
七

　
　若

水
や
け
さ
の
け
は
ひ
の
手
に
ぬ
る
み 

○

一
八

　
　は

る
け
し
き
た
つ
や
八
雲
の
う
す
霞 

○

一
九

　
　世

は
あ
り
の
ま
ゝ
か
よ
い
や
ら
雑
煎
箸 

○

二
〇

　
　春

た
つ
や
か
さ
ら
ぬ
竹
も
お
き
な
を
り 

○

二
一

　
　お

さ
か
り
や
は
し
め
て
ゆ
る
き
傘
の
音 
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二
二

　
　初
ゆ
あ
み
我
身
な
か
ら
も
清
ら
か
さ 

二
三

　
　見
わ
た
せ
は
永
き
日
数
や
初
こ
よ
み 

○

二
四

　
　羽
子
つ
く
や
空
も
の
と
け
き
鳥
の
声 

二
五

　
　破
魔
弓
や
あ
た
り
〳
〵
は
乳
母
か
こ
ゑ

二
六

　
　万
歳
や
下
手
も
め
て
た
ふ
舞
納

二
七

　
　縫
そ
め
や
ち
い
さ
き
手
に
は
雛
の
御
衣 

●

二
八

　
　常
に
さ
へ
め
て
度
か
し
く
筆
は
し
め

二
九

　
　う
つ
く
し
き
手
も
た
の
ま
れ
す
筆
初 

○

三
〇

　
　大
黒
舞
物
も
ら
い
と
は
お
も
は
れ
す 

○

三
一

　
　松
引
に
来
て
梅
ま
て
も
子
の
日
哉 

○

三
二

　
　同
し
野
に
め
て
た
か
ら
るれ

てゝ

若
菜
哉 

●

三
三

　
　つ
ま
紅
の
雪
に
う
つ
る
や
若
菜
摘 

三
四

　
　袖
ふ
る
ひ
〳
〵
つ
む
わ
か
な
か
な 

三
五

　
　七
種
や
恵
方
ま
い
り
の
道
す
か
ら 

○

三
六

　
　売
に
来
て
音
を
は
る
籠
の
鶯
菜

三
七

　
　其
泥
に
そ
ま
ぬ
根
芹
もそ

心
か
ら

三
八

　
　野
に
さ
へ
も
ふ
き
か
し
う
と
め
よ
め
なか

は
ぎ哉 

○

三
九

　
　谷
水
の
を
と
も
東
風
吹
風
に
つ
れ

四
〇

　
　梅
か
花
風
の
た
よ
り
に
も
ち
あ
る
き 

○

四
一

　
　雪
間
よ
り
み
ゆ
る
も
白
し
梅
の
花

四
二

　
　折
袖
に
散
る
は
雪
な
り
梅
の
花 

●

四
三

　
　梅
か
ゝ
や
一
木
な
か
ら
も
野
に
あ
ま
り 

●

四
四

　
　折
て
見
よ
雪
は
か
ほ
ら
す
梅
の
花

四
五

　
　ま
た
明
ぬ
窓
も
る
梅
の
に
ほ
ひ
哉 

○

四
六

　
　此
分
榎
や
く
し
奉
納
に
出
す

　
　
　
　風
な
ら
て
た
れ
か
あ
く
へ
き
柳
髪 

●

四
七

　
　吹
風
も
め
に
う
つ
く
し
き
柳
哉 

四
八

　
　地
に
と
ゝ
く
あ
ま
り
は
川
へ
柳
哉 
●

四
九

　
　青
柳
の
い
つ
れ
男
木
と
は
お
も
は
れ
す 
●

五
〇

　
　花
に
降
る
雨
も
又
よ
き
柳
哉

五
一

　
　身
を
は
世
の
あ
る
に
ま
か
せ
て
柳
哉

五
二

　
　鶯
や
い
か
に
も
冬
の
声
な
ら
す 

●

五
三

　
　と
ち
き
か
ん
谷
の
鶯
さ
し
む
か
ふ

五
四

　
　鶯
や
糊
か
ひ
物
の
竿
に
な
く

五
五

　
　鶯
に
恥
て
や
松
の
声
も
せ
す

五
六

　
　佐
保
姫
の
霞
の
袖
も
手
織
哉

五
七

　
　藪
入
や
く
し
け
も
と
ら
ぬ
気
の
ゆ
る
み 

●

五
八

　
　鶯
の
声
も
と
か
し
き
さ
む
さ
か
な 

●

五
九

　
　ま
た
寒
し
と
ふ
か
ら
は
る
に
な
り
な
か
ら

六
〇

　
　梅
か
ゝ
を
つ
ゝ
み
か
ね
た
る
霞
哉 

　
　
　
　
　二
月

六
一

　
　花
の
香
の
何
所
か
ら
も
る
ゝ
朧
月 

六
二

　
　母
の
文
二
日
や
い
と
の
事
ま
て
も 

―

六
三

　
　出
した

跡
も
ま
た
気
か
ゝ
り
や
へ
ひ
の
穴 

●

六
四

　
　か
ほ
か
く
す
心
に
もは

似
ぬす

き
し
の
声

六
五

　
　聞
な
れ
て
子
は
お
と
ろ
か
す
雉
子
の
声

六
六

　
　か
く
れ
て
も
我
こ
ゑ
つ
ら
き
き
ゝ
す
哉か

も

六
七

　
　や
う
も
〳
〵
思
ひ
き
つ
た
る
き
し
の
声

六
八

　
　美
し
く
生
れ
付
て
も
き
し
の
声

六
九

　
　巣
の
留
守
は
人
に
あ
つ
け
て
燕
か
な 

●
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二
二

　
　初
ゆ
あ
み
我
身
な
か
ら
も
清
ら
か
さ 

二
三

　
　見
わ
た
せ
は
永
き
日
数
や
初
こ
よ
み 

○

二
四

　
　羽
子
つ
く
や
空
も
の
と
け
き
鳥
の
声 

二
五

　
　破
魔
弓
や
あ
た
り
〳
〵
は
乳
母
か
こ
ゑ

二
六

　
　万
歳
や
下
手
も
め
て
た
ふ
舞
納

二
七

　
　縫
そ
め
や
ち
い
さ
き
手
に
は
雛
の
御
衣 

●

二
八

　
　常
に
さ
へ
め
て
度
か
し
く
筆
は
し
め

二
九

　
　う
つ
く
し
き
手
も
た
の
ま
れ
す
筆
初 

○

三
〇

　
　大
黒
舞
物
も
ら
い
と
は
お
も
は
れ
す 

○

三
一

　
　松
引
に
来
て
梅
ま
て
も
子
の
日
哉 

○

三
二

　
　同
し
野
に
め
て
た
か
ら
るれ

てゝ

若
菜
哉 

●

三
三

　
　つ
ま
紅
の
雪
に
う
つ
る
や
若
菜
摘 

三
四

　
　袖
ふ
る
ひ
〳
〵
つ
む
わ
か
な
か
な 

三
五

　
　七
種
や
恵
方
ま
い
り
の
道
す
か
ら 
○

三
六

　
　売
に
来
て
音
を
は
る
籠
の
鶯
菜

三
七

　
　其
泥
に
そ
ま
ぬ
根
芹
もそ

心
か
ら

三
八

　
　野
に
さ
へ
も
ふ
き
か
し
う
と
め
よ
め
なか

は
ぎ哉 

○

三
九

　
　谷
水
の
を
と
も
東
風
吹
風
に
つ
れ

四
〇

　
　梅
か
花
風
の
た
よ
り
に
も
ち
あ
る
き 

○

四
一

　
　雪
間
よ
り
み
ゆ
る
も
白
し
梅
の
花

四
二

　
　折
袖
に
散
る
は
雪
な
り
梅
の
花 

●

四
三

　
　梅
か
ゝ
や
一
木
な
か
ら
も
野
に
あ
ま
り 

●

四
四

　
　折
て
見
よ
雪
は
か
ほ
ら
す
梅
の
花

四
五

　
　ま
た
明
ぬ
窓
も
る
梅
の
に
ほ
ひ
哉 

○

四
六

　
　此
分
榎
や
く
し
奉
納
に
出
す

　
　
　
　風
な
ら
て
た
れ
か
あ
く
へ
き
柳
髪 

●

四
七

　
　吹
風
も
め
に
う
つ
く
し
き
柳
哉 

四
八

　
　地
に
と
ゝ
く
あ
ま
り
は
川
へ
柳
哉 

●

四
九

　
　青
柳
の
い
つ
れ
男
木
と
は
お
も
は
れ
す 

●

五
〇

　
　花
に
降
る
雨
も
又
よ
き
柳
哉

五
一

　
　身
を
は
世
の
あ
る
に
ま
か
せ
て
柳
哉

五
二

　
　鶯
や
い
か
に
も
冬
の
声
な
ら
す 

●

五
三

　
　と
ち
き
か
ん
谷
の
鶯
さ
し
む
か
ふ

五
四

　
　鶯
や
糊
か
ひ
物
の
竿
に
な
く

五
五

　
　鶯
に
恥
て
や
松
の
声
も
せ
す

五
六

　
　佐
保
姫
の
霞
の
袖
も
手
織
哉

五
七

　
　藪
入
や
く
し
け
も
と
ら
ぬ
気
の
ゆ
る
み 

●

五
八

　
　鶯
の
声
も
と
か
し
き
さ
む
さ
か
な 

●

五
九

　
　ま
た
寒
し
と
ふ
か
ら
は
る
に
な
り
な
か
ら

六
〇

　
　梅
か
ゝ
を
つ
ゝ
み
か
ね
た
る
霞
哉 

　
　
　
　
　二
月

六
一

　
　花
の
香
の
何
所
か
ら
も
る
ゝ
朧
月 

六
二

　
　母
の
文
二
日
や
い
と
の
事
ま
て
も 

―

六
三

　
　出
した

跡
も
ま
た
気
か
ゝ
り
や
へ
ひ
の
穴 

●

六
四

　
　か
ほ
か
く
す
心
に
もは

似
ぬす

き
し
の
声

六
五

　
　聞
な
れ
て
子
は
お
と
ろ
か
す
雉
子
の
声

六
六

　
　か
く
れ
て
も
我
こ
ゑ
つ
ら
き
き
ゝ
す
哉か

も

六
七

　
　や
う
も
〳
〵
思
ひ
き
つ
た
る
き
し
の
声

六
八

　
　美
し
く
生
れ
付
て
も
き
し
の
声

六
九

　
　巣
の
留
守
は
人
に
あ
つ
け
て
燕
か
な 
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七
〇

　
　此
こ
ろ
の
た
ひ
う
ら
や
ま
し
帰
る
雁 

○

七
一

　
　あ
か
る
に
は
心
の
な
か
き
ひ
は
り
哉 

・

七
二

　
　た
ゝ
見
て
も
よ
き
空
に
鳴
ひ
は
り
哉

七
三

　
　上
る
に
は
も
と
か
し
け
れ
と
落
ひ
は
り

七
四

　
　何
事
を
ふ
い
と
思
ふ
て
落
雲
雀

七
五

　
　た
る
事
を
知
り
て
遊
ふ
か
井
の
蛙 

―

七
六

　
　か
け
ろ
ふ
や
た
つ
か
と
み
れ
は
空
に
き
え

七
七

　
　か
ひ
猫
を
の
ら
の
つ
れ
出
す
恋
路
哉

七
八

　
　散
る
花
に
め
さ
ま
し
て
飛
小
蝶
か
な

七
九

　
　蝶
〳
〵
や
一
日
花
に
お
り
な
を
り 

○

八
〇

　
　ち
ら
さ
ぬ
は
花
に
な
れ
た
る
小
蝶
か
な 

○

八
一

　
　世
の
中
を
た
と
は
ゝ
花
に
蝶
の
夢

八
二

　
　花
よ
り
も
蝶
の
心
のや

う
つ
く
し
き

八
三

　
　か
す
み
に
も
さ
は
ら
ぬ
ほ
と
や
は
る
の
風

八
四

　
　紅
梅
や
草
に
ち
り
て
も
美
し
き 
○

八
五

　
　紅
梅
や
か
ほ
ら
ぬ
ほ
と
は
う
つ
く
し
き

八
六

　
　つ
れ
誘
ふ
心
も
つ
か
す
初
さ
く
ら

八
七

　
　ひ
か
ん
会
や
花
ぬ
す
人
と
言
は
ゝ
い
へ

　

八
八

　
　老
し
ら
ぬ
花
う
ら
や
ま
し
姥
桜 

●

八
九

　
　熊
谷
の
た
け
き
は
名
の
み
さ
く
ら
哉 

●

九
〇

　
　山
守
や
名
も
似
合
し
き
ち
こ
さ
く
ら 

●

九
一

　
　散
る
花
の
跡
に
つ
れ
な
し
椿
の
葉 

○

九
二

　
　散
る
ま
て
は
露
も
こ
ほ
さ
ぬ
つ
は
き
哉 

○

九
三

　
　花
も
世
を
ゆ
つ
り
て
さ
か
す
つ
き
木
哉 

●

九
四

　
　広
け
れ
と
あ
そ
は
れ
も
せ
ぬ
焼
野
哉

九
五

　
　畑
う打つ
や
か
た
ぬ
く
肌
の
ま
た
白
し 

●

九
六

　
　野
遊
ひ
や
内
に
く
ら
せ
は
長
き
日
を 

●

九
七

　
　野
遊
ひ
や
ま
よ
ひ
し
道
も
お
も
し
ろ
き

九
八

　
　苗
代
に
お
の
つ
か
ら
な
る
草
も
な
し 

―

九
九

　
　苗
代
や
水
も
そ
ろ
〳
〵
お
し
ま
る
ゝ

一
〇
〇

　来
て
み
れ
は
花
も
折
た
し
初
わ
ら
ひ 

―

一
〇
一

　花
見
れ
は
お
に
蕨
と
は
お
も
は
れ
す

一
〇
二

　行
鳥
の
糸
に
そ
れ
る
や
い
か
の
ほ
り 

―

一
〇
三

　親
は
子
の
足
も
と
を
見
る
い
か
の
ほ
り 

‖

一
〇
四

　花
咲
や
雪
の
若
菜
の
摘
の
こ
し

一
〇
五

　貝
よ
せ
や
春
の
海
辺
と
お
も
は
れ
す

　
　
　
　
　三
月

一
〇
六

　う
る
は
し
き
桃
柳
よ
り
雛
の
か
ほ 

―

一
〇
七

　賤
の
め
も
玉
座
に
ち
か
し
雛
ま
つ
り 

●

一
〇
八

　雛
棚
や
ま
事
の
蝶
も
来
て
遊
ふ

一
〇
九

　と
り
よ
せ
て
内
に
遊
ふ
や
桃
の
花

一
一
〇

　九
重
に
一
重
は
ゝ
か
る
さ
く
ら
哉 

―

一
一
一

　人
の
来
て
人
中
見
せ
る
山
さ
く
ら 

●

一
一
二

　う
つ
く
し
き
中
に
楊
貴
妃
さ
く
ら
哉 

○

一
一
三

　そ
れ
ほ
と
は
ゆ
る
し
の
色
か
う
す
桜

一
一
四

　墨
染
は
う
き
世
を
い
と
ふ
さ
く
ら
か
もな

一
一
五

　山
道
は
安
か
ら
ね
と
も
さ
く
ら
か
な

一
一
六

　来
て
み
れ
は
う
き
世
の
外
の
山
桜 

○

一
一
七

　足
も
と
に
心
ゆ
る
す
な
さ
く
ら
狩 

●

―

一
一
八

　道
〳
〵
に
散
る
を
枝
折
や
桜
か
り
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一
一
九

　此
山
に
暮
な
は
く
れ
よ
さ
く
ら
狩 

―

一
二
〇

　帰
る
さ
は
一
え
た
ほ
し
き
さ
く
ら
哉 

―

一
二
一

　は
し
た
な
ふ
花
に
い
そ
く
や
道
す
か
ら

一
二
二

　女
子
さ
へ
旅
し
て
み
た
し
花
の
こ
ろ 

●

一
二
三

　雨
の
日
も
た
ゝ
は
居
ら
し
な
花
の
夢

一
二
四

　庭
は
き
て
お
か
は
や
花
の
散
ぬ
内 

○

―

一
二
五

　や
か
て
ち
る
花
と
思
ふ
て
手
折
け
り

一
二
六

　た
れ
見
よ
と
植
て
も
お
か
す
梨
の
花 

○

一
二
七

　松
高
し
藤
も
千
尋
の
花
の
波 

―

一
二
八

　ひ
と
り
立
せ
ぬ
も
や
さ
し
や
藤
の
花

一
二
九

　藤
咲
や
つ
る
長
け
れ
は
花
ま
て
も

一
三
〇

　松
の
藤
あ
さ
の
よ
も
き
に
恥
よ
か
し 

‖

一
三
一

　誘や
と
り
し

は
れ
て
と
も
に
千
代
へ
ん
ま
つ
の
藤

一
三
二

　鳥
の
音
も
添
ふ
て
の
と
け
し
茶
摘
歌 

○

　
　
　
　
　四
月

一
三
三

　脱
捨
て
見
るれ

は
重
た
し
衣
か
へ 

○

一
三
四

　心
ま
て
か
る
ふ
な
り
たけ

り
衣
か
へ 

○

一
三
五

　な
つ
か
し
き
花
の
よ
こ
れ
や
こ
ろ
も
か
へ 

●

一
三
六

　ま
つ
是
て
し
は
し
は
か
る
し
こ
ろ
も
か
へ

一
三
七

　着
そ
め
し
も
今
の
や
う
な
り
衣
か
へ

一
三
八

　手
つ
た
は
ぬ
我
さ
へ
あ
つ
し
麦
の
秋 

●

一
三
九

　麦
秋
や
風
さ
へ
あ
つ
しき

ち
り
ほ
こ
り

一
四
〇

　新
し
く
咲
て
み
せ
け
り
苔
の
花 

○

一
四
一

　見
る
物
の
み
な
な
つ
か
し
や
苔
の
花 

・

一
四
二

　花
咲
て
枝
を
気
つ
か
ふ
ほ
た
ん
哉 

○

―

一
四
三

　手
折
と
も
水
に
こ
す
な
よ
杜
若 

●

―

一
四
四

　卯
の
花
や
雪
お
も
け
な
る
枝
の
ふ
り 
●

一
四
五

　け
し
咲
や
牡
丹
の
日
数
お
も
は
る
ゝ 
―

一
四
六

　蝶
〳
〵
の
夢
は
あ
ふ
な
し
け
し
の
花 
‖

一
四
七

　飽
の
来
ぬ
内
に
と
ち
る
か
け
し
の
花 

○

―

一
四
八

　よ
の
鳥
は
ね
さ
せ
て
お
い
て
郭
公 

○

―

一
四
九

　待
つ
き
て
別
る
ゝ
折
か
ほ
と
ゝ
き
す

一
五
〇

　も
と
か
し
や
夜
は
み
ち
か
ひ
そに

ほ
と
ゝ
き
す 

○

一
五
一

　木
か
く
れ
て
声
奥
深
し
ほ
と
ゝ
き
す 

●

一
五
二

　郭
公
夜
な
〳
〵
来
て
も
声
は
か
り

一
五
三

　ふ
と
お
き
て
跡
て
は
つ
か
し
ほ
と
ゝ
き
す 

○

一
五
四

　声
に
似
ぬ
姿
恥
る
か
ほ
と
ゝ
き
す 

○

―

一
五
五

　棒
ふ
り
や
物
に
さ
は
ら
ぬ
水
の
中 

○

一
五
六

　涼
し
け
に
濡
て
見
せ
け
り
雨
か
へ
る 

●

一
五
七

　青
柳
の
葉
す
え
あ
ふ
な
し
雨
か
へ
る 

―

一
五
八

　葉
桜
や
木
の
下
ふ
し
の
な
つ
か
し
き 

●

一
五
九

　葉
桜
や
鳥
斗
来
て
鳴
て
居
る

一
六
〇

　集
れ
は
蚊
の
こ
ゑ
さ
へ
も
す
さ
ま
し
き 

―

一
六
一

　短
夜
や
ね
よ
と
の
か
ね
も
む
り
な
ら
す

　
　
　
　
　五
月

一
六
二

　日
の
長
き
こ
と
て
は
あ
る
そ
五
月
雨 

○

一
六
三

　五
月
雨
や
寝
た
余
り
さ
へ
日
の
長
き

一
六
四

　青
柳
の
し
た
り
た
い
ほ
と
五
月
雨 

●

一
六
五

　身
ひ
と
つ
を
行
な
り
に
し
て
か
た
つ
む
り 

○

一
六
六

　な
ら
は
し
は
鳴
す
に
そ
た
つ
鹿
子
哉

松
井
し
げ
女
「
槃
草
」

－

翻
刻
と
考
察

－

（
蒲
生
倫
子
）

三
九

－ 180 －



一
一
九

　此
山
に
暮
な
は
く
れ
よ
さ
く
ら
狩 

―

一
二
〇

　帰
る
さ
は
一
え
た
ほ
し
き
さ
く
ら
哉 

―

一
二
一

　は
し
た
な
ふ
花
に
い
そ
く
や
道
す
か
ら

一
二
二

　女
子
さ
へ
旅
し
て
み
た
し
花
の
こ
ろ 

●

一
二
三

　雨
の
日
も
た
ゝ
は
居
ら
し
な
花
の
夢

一
二
四

　庭
は
き
て
お
か
は
や
花
の
散
ぬ
内 

○

―

一
二
五

　や
か
て
ち
る
花
と
思
ふ
て
手
折
け
り

一
二
六

　た
れ
見
よ
と
植
て
も
お
か
す
梨
の
花 

○

一
二
七

　松
高
し
藤
も
千
尋
の
花
の
波 

―

一
二
八

　ひ
と
り
立
せ
ぬ
も
や
さ
し
や
藤
の
花

一
二
九

　藤
咲
や
つ
る
長
け
れ
は
花
ま
て
も

一
三
〇

　松
の
藤
あ
さ
の
よ
も
き
に
恥
よ
か
し 

‖

一
三
一

　誘や
と
り
し

は
れ
て
と
も
に
千
代
へ
ん
ま
つ
の
藤

一
三
二

　鳥
の
音
も
添
ふ
て
の
と
け
し
茶
摘
歌 
○

　
　
　
　
　四
月

一
三
三

　脱
捨
て
見
るれ

は
重
た
し
衣
か
へ 

○

一
三
四

　心
ま
て
か
る
ふ
な
り
たけ

り
衣
か
へ 

○

一
三
五

　な
つ
か
し
き
花
の
よ
こ
れ
や
こ
ろ
も
か
へ 

●

一
三
六

　ま
つ
是
て
し
は
し
は
か
る
し
こ
ろ
も
か
へ

一
三
七

　着
そ
め
し
も
今
の
や
う
な
り
衣
か
へ

一
三
八

　手
つ
た
は
ぬ
我
さ
へ
あ
つ
し
麦
の
秋 

●

一
三
九

　麦
秋
や
風
さ
へ
あ
つ
しき

ち
り
ほ
こ
り

一
四
〇

　新
し
く
咲
て
み
せ
け
り
苔
の
花 

○

一
四
一

　見
る
物
の
み
な
な
つ
か
し
や
苔
の
花 

・

一
四
二

　花
咲
て
枝
を
気
つ
か
ふ
ほ
た
ん
哉 

○

―

一
四
三

　手
折
と
も
水
に
こ
す
な
よ
杜
若 

●

―

一
四
四

　卯
の
花
や
雪
お
も
け
な
る
枝
の
ふ
り 

●

一
四
五

　け
し
咲
や
牡
丹
の
日
数
お
も
は
る
ゝ 

―

一
四
六

　蝶
〳
〵
の
夢
は
あ
ふ
な
し
け
し
の
花 

‖

一
四
七

　飽
の
来
ぬ
内
に
と
ち
る
か
け
し
の
花 

○

―

一
四
八

　よ
の
鳥
は
ね
さ
せ
て
お
い
て
郭
公 

○

―

一
四
九

　待
つ
き
て
別
る
ゝ
折
か
ほ
と
ゝ
き
す

一
五
〇

　も
と
か
し
や
夜
は
み
ち
か
ひ
そに

ほ
と
ゝ
き
す 

○

一
五
一

　木
か
く
れ
て
声
奥
深
し
ほ
と
ゝ
き
す 

●

一
五
二

　郭
公
夜
な
〳
〵
来
て
も
声
は
か
り

一
五
三

　ふ
と
お
き
て
跡
て
は
つ
か
し
ほ
と
ゝ
き
す 

○

一
五
四

　声
に
似
ぬ
姿
恥
る
か
ほ
と
ゝ
き
す 

○

―

一
五
五

　棒
ふ
り
や
物
に
さ
は
ら
ぬ
水
の
中 

○

一
五
六

　涼
し
け
に
濡
て
見
せ
け
り
雨
か
へ
る 

●

一
五
七

　青
柳
の
葉
す
え
あ
ふ
な
し
雨
か
へ
る 

―

一
五
八

　葉
桜
や
木
の
下
ふ
し
の
な
つ
か
し
き 

●

一
五
九

　葉
桜
や
鳥
斗
来
て
鳴
て
居
る

一
六
〇

　集
れ
は
蚊
の
こ
ゑ
さ
へ
も
す
さ
ま
し
き 

―

一
六
一

　短
夜
や
ね
よ
と
の
か
ね
も
む
り
な
ら
す

　
　
　
　
　五
月

一
六
二

　日
の
長
き
こ
と
て
は
あ
る
そ
五
月
雨 

○

一
六
三

　五
月
雨
や
寝
た
余
り
さ
へ
日
の
長
き

一
六
四

　青
柳
の
し
た
り
た
い
ほ
と
五
月
雨 

●

一
六
五

　身
ひ
と
つ
を
行
な
り
に
し
て
か
た
つ
む
り 

○

一
六
六

　な
ら
は
し
は
鳴
す
に
そ
た
つ
鹿
子
哉
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一
六
七

　ぬ
き
捨
し
き
ぬ
さ
へ
へ
ひ
の
お
そ
ろ
し
き 

―

一
六
八

　恋
に
さ
へ
ま
よ
は
ぬ
み
ち
を
五
月
闇 

―

一
六
九

　子
を
思
ふ
道
の
外
に
も
五
月
闇

一
七
〇

　五
月
闇
そ
れ
さ
へ
あ
る
に
ぬ
か
り
道 

○

一
七
一

　早
乙
女
や
内
に
は
老
の
い
そ
か
し
き

一
七
二

　五
月
雨
の
垣
に
色
つ
く
い
ち
こ
哉 

○

一
七
三

　五
月
雨
は
晴
て
あ
ふ
ち
の
花
く
も
り

一
七
四

　夕
か
ほ
の
花
に
は
つ
ら
き
蚊
や
り
哉 

●

一
七
五

　石
山
の
闇
も
又
よ
し
飛
ほ
た
る 

○

一
七
六

　橋
姫
の
思
ひ
の
玉
か
と
ふ
ほ
た
る 

●

　
　
　
　
　六
月

一
七
七

　闇
に
さ
へ
出
る
気
て
居
る
に
夏
の
月 

○

一
七
八

　黴か
び

の
香
に
留
木
の
か
さ
や
土
用
干 

○

一
七
九

　涼
し
さ
を
箱
か
ら
出
す
扇
哉 
○

一
八
〇

　お
も
は
ゆ
き
時
の
用
に
も
扇
哉

一
八
一

　お
し
ろ
ひ
の
匂
ひ
は
む
か
し
汗
拭

一
八
二

　夕

―
―

―
―

―
―

立
や
暑
さ
な
か
る
ゝ
川
の
を
と 

○

一
八
三

　夕
立
や
よ
所
の
空
に
は
雲
も
な
し 

●

一
八
四

　川
社
神
も
涼
し
く
お
ほ
す
ら
ん 

○

一
八
五

　扇
よ
り
手
に
な
れ
安
き
う
ち
わ
哉 

○

一
八
六

　蚊
を
た
ゝ
く
を
と
も
折
〳
〵
う
ち
わ
哉

一
八
七

　た
の
み
た
る
森
も
夕
日
の
暑
か
な 

●

一
八
八

　み
ち
草
の
あ
つ
き
匂
ひ
や
道
す
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
と
は
り
や

一
八
九

　明
安
き
夜
も
む
り
な
ら
す
ね
ふ
の
花 

○

一
九
〇

　や
り
水
の
音
も
涼
し
き
闇
夜
か
な 

○

　
　
　
　中
〳
〵
に

一
九
一

　二
つ
に
は
闇
の
涼
み
も
こ
ゝ
ろ
ま
ゝ 

○

一
九
二

　女
子
と
し
門
ま
て
は
出
て
て
夕
涼 

●

一
九
三

　わ
さ
と
さ
へ
見
に
出
ん
月
を
涼
ふ
ね

一
九
四

　崩
れ
て
も
跡
は
月
な
り
雲
の
岑 

○

一
九
五

　に
こ
れ
か
し
清
水
に
つ
ら
き
老
の
顔

一
九
六

　や
う
〳
〵
と
た
と
り
つ
き
た
る
清
水
哉

一
九
七

　ふ
ゑ
ん
り
よ
に
わ
ら
し
ぬ
き
お
く
清
水
哉 

●

一
九
八

　風
か
ほ
る
窓
を
明
れ
は
月
ま
て
も 

○

一
九
九

　風
蘭
や
地
に
咲
花
は
し
ほ
れ
て
も

二
〇
〇

　蓮

―
―

―
―

―
―

い
け
や
よ
も
す
か
ら
聞
雨
の
を
と

二
〇
一

　手
お
ら
る
ゝ
人
な
う
ら
み
そ
葛
の
花 

●

二
〇
二

　昼
か
ほ
や
し
ほ
れ
た
草
の
中
に
咲 

●

二
〇
三

　昼
か
ほ
の
つ
れ
な
く
み
ゆ
る
盛
哉 

○

二
〇
四

　夕
顔
や
何
所
に
植
て
も
は
な
は
花

二
〇
五

　草
も
木
も
紅
葉
す
る
ま
て
か
百
日
紅

二
〇
六

　草
の
葉
の
露
と
も
き
え
す
蝉
の
か
ら 

●

二
〇
七

　火
に
入
も
身
の
よ
く
か
ら
よ
夏
の
む
し 

○

二
〇
八

　見
る
人
の
身
の
毛
も
よ
た
つ
毛
虫
哉 

二
〇
九

　蚤
に
又
か
や
の
内
さ
へ
安
か
ら
す

二
一
〇

　打
水
や
枝
の
蛙
の
う
れ
し
鳴 

○

二
一
一

　夏
や
せ
や
物
思
ふ
か
と
は
つ
か
し
き

二
一
二

　日
黒
み
や
し
ほ
く
む
海
士
の
つ
く
も
髪

二
一
三

　帷
子
に
す
き
て
涼
し
や
雪
の
肌 

●
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　七
月

二
一
四

　秋
た
つ
や
か
さ
す
扇
に
風
の
声 

○

二
一
五

　初
秋
や
吹
と
し
も
な
く
萩
の
声

二
一
六

　ま
た
暑
き
日
も
又
あ
ら
ん
初
嵐 

●

二
一
七

　秋
風
に
破
れ
ぬ
内
に
と
一
葉
哉

二
一
八

　来
る
秋
の
め
に
見
へ
そ
む
る
一
葉
哉

二
一
九

　ほ
し
合
や
い
か
な
る
神
の
む
す
ひ
初 

●

二
二
〇

　二
夜
と
は
契
ら
ぬ
ほ
し
の
行
義
哉 

二
二
一

　思
ふ
事
ほ
し
に
は
い
ふ
て
願
ひ
哉 

●

二
二
二

　一
と
せ
の
別
は
た
ゝ
し
や
二
星 

○

二
二
三

　ま
れ
に
逢
ふ
夜
さ
へ
つ
も
り
し
星
の
恋 

○

二
二
四

　思
ひ
寝
の
夢
よ
り
外
に
ほ
し
一
夜

二
二
五

　忍
ふ
夜
の
あ
る
か
も
し
ら
す
ほ
し
の
恋 

二
二
六

　一
夜
と
は
い
か
な
る
ほ
し
の
心
や
ら

二
二
七

　七
夕
や
我
も
か
り
た
き
た
ひ
の
袖

二
二
八

　あ
の
松
の
昼
よ
り
ち
か
し
あ
け
灯
籠 

二
二
九

　我
子
さ
へ
見
違
ふ
お
と
り
姿
哉 

二
三
〇

　や
か
て
行
道
も
と
ひ
た
し
玉
祭 

○

二
三
一

　玉
棚
や
我
と
は
る
へ
き
人
ま
て
も 

○

二
三
二

　な
き
人
の
な
き
に
は
あ
ら
す
玉
祭 

○

二
三
三

　逢
ふ
や
う
に
思
ふ
て
待
し
玉
祭

二
三
四

　お
く
り
火
や
き
え
残
し
は
猶
さ
ひ
し

二
三
五

　見
て
も
と
る
道
な
を
く
ら
き
花
火
哉

二
三
六

　け
し
か
ら
ぬ
ふ
り
分
髪
や
角
力
と
り

二
三
七

　角
力
取
や
み
れ
は
見
る
ほ
と
た
く
ま
し
き

二
三
八

　美
し
や
ま
け
し
角
力
も
笑
ひ
か
ほ 

○

二
三
九

　朝
霧
や
寺
は
と
ち
ら
の
か
ね
の
こ
ゑ

二
四
〇

　稲
妻
や
目
先
に
ち
ら
と
花
薄 
○

二
四
一

　い
な
つ
ま
に
見
合
す
顔
や
行
違
ひ 

二
四
二

　残
れ
と
も
お
も
は
ぬ
物
を
此
あ
つ
さ
哉 

○

二
四
三

　朝
顔
の
花
よ
り
ま
し
の
む
く
け
哉

二
四
四

　す
き
〳
〵
や
て
ん
手
に
折
て
草
の
花

二
四
五

　く
つ
お
れ
て
露
重
け
な
り
女
郎
花 

○

二
四
六

　涼
し
さ
は
う
れ
し
け
れ
と
も
秋
の
風

二
四
七

　我
足
の
を
と
さ
へ
す
こ
し
萩
の
原 

○

二
四
八

　朝
顔
や
あ
さ
〳
〵
花
の
新
し
き

二
四
九

　朝
顔
の
な
ら
ゐ
と
知
れ
と
気
短
き

二
五
〇

　朝
か
ほ
は
日
数
久
し
き
さ
か
り
哉

二
五
一

　あ
さ
か
ほ
の
花
待
か
ね
し
老
の
友

二
五
二

　朝
か
ほ
や
寝
み
た
れ
髪
の
恥
か
し
き 

○

二
五
三

　あ
さ
か
ほ
は
飽
か
れ
ぬ
は
な
の
心
哉

二
五
四

　朝
顔
の
花
や
見
は
て
ぬ
夢
の
た
し

二
五
五

　蜩
や
せ
つ
か
く
人
の
お
し
む
日
を 

○

二
五
六

　藻
の
虫
の
名
を
忘
れ
て
や
う
ら
み
鳴 

○

二
五
七

　さ
し
足
は
は
つ
か
し
な
か
ら
む
し
の
こ
ゑ 

●

二
五
八

　鈴
虫
や
た
か
来
て
ふ
る
そ
草
や
し
ろ 

○

二
五
九

　声
〳
〵
に
人
ま
つ
虫
や
し
ゆ
く
は
つ
れ 

●

二
六
〇

　更
る
程
足
を
と
た
へ
て
む
し
の
声

二
六
一

　牛
部
や
に
何
を
鳴
ら
ん
つ
く
は
む
し 

○

二
六
二

　き

―
―

―
―り

〳

―
―

―
―〵

す
蒲
団
さ
く
ら
は
鳴
や
ま
ん 

○
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　七
月

二
一
四

　秋
た
つ
や
か
さ
す
扇
に
風
の
声 

○

二
一
五

　初
秋
や
吹
と
し
も
な
く
萩
の
声

二
一
六

　ま
た
暑
き
日
も
又
あ
ら
ん
初
嵐 

●

二
一
七

　秋
風
に
破
れ
ぬ
内
に
と
一
葉
哉

二
一
八

　来
る
秋
の
め
に
見
へ
そ
む
る
一
葉
哉

二
一
九

　ほ
し
合
や
い
か
な
る
神
の
む
す
ひ
初 

●

二
二
〇

　二
夜
と
は
契
ら
ぬ
ほ
し
の
行
義
哉 

二
二
一

　思
ふ
事
ほ
し
に
は
い
ふ
て
願
ひ
哉 

●

二
二
二

　一
と
せ
の
別
は
た
ゝ
し
や
二
星 

○

二
二
三

　ま
れ
に
逢
ふ
夜
さ
へ
つ
も
り
し
星
の
恋 

○

二
二
四

　思
ひ
寝
の
夢
よ
り
外
に
ほ
し
一
夜

二
二
五

　忍
ふ
夜
の
あ
る
か
も
し
ら
す
ほ
し
の
恋 

二
二
六

　一
夜
と
は
い
か
な
る
ほ
し
の
心
や
ら

二
二
七

　七
夕
や
我
も
か
り
た
き
た
ひ
の
袖

二
二
八

　あ
の
松
の
昼
よ
り
ち
か
し
あ
け
灯
籠 

二
二
九

　我
子
さ
へ
見
違
ふ
お
と
り
姿
哉 

二
三
〇

　や
か
て
行
道
も
と
ひ
た
し
玉
祭 

○

二
三
一

　玉
棚
や
我
と
は
る
へ
き
人
ま
て
も 

○

二
三
二

　な
き
人
の
な
き
に
は
あ
ら
す
玉
祭 

○

二
三
三

　逢
ふ
や
う
に
思
ふ
て
待
し
玉
祭

二
三
四

　お
く
り
火
や
き
え
残
し
は
猶
さ
ひ
し

二
三
五

　見
て
も
と
る
道
な
を
く
ら
き
花
火
哉

二
三
六

　け
し
か
ら
ぬ
ふ
り
分
髪
や
角
力
と
り

二
三
七

　角
力
取
や
み
れ
は
見
る
ほ
と
た
く
ま
し
き

二
三
八

　美
し
や
ま
け
し
角
力
も
笑
ひ
か
ほ 

○

二
三
九

　朝
霧
や
寺
は
と
ち
ら
の
か
ね
の
こ
ゑ

二
四
〇

　稲
妻
や
目
先
に
ち
ら
と
花
薄 

○

二
四
一

　い
な
つ
ま
に
見
合
す
顔
や
行
違
ひ 

二
四
二

　残
れ
と
も
お
も
は
ぬ
物
を
此
あ
つ
さ
哉 

○

二
四
三

　朝
顔
の
花
よ
り
ま
し
の
む
く
け
哉

二
四
四

　す
き
〳
〵
や
て
ん
手
に
折
て
草
の
花

二
四
五

　く
つ
お
れ
て
露
重
け
な
り
女
郎
花 

○

二
四
六

　涼
し
さ
は
う
れ
し
け
れ
と
も
秋
の
風

二
四
七

　我
足
の
を
と
さ
へ
す
こ
し
萩
の
原 

○

二
四
八

　朝
顔
や
あ
さ
〳
〵
花
の
新
し
き

二
四
九

　朝
顔
の
な
ら
ゐ
と
知
れ
と
気
短
き

二
五
〇

　朝
か
ほ
は
日
数
久
し
き
さ
か
り
哉

二
五
一

　あ
さ
か
ほ
の
花
待
か
ね
し
老
の
友

二
五
二

　朝
か
ほ
や
寝
み
た
れ
髪
の
恥
か
し
き 

○

二
五
三

　あ
さ
か
ほ
は
飽
か
れ
ぬ
は
な
の
心
哉

二
五
四

　朝
顔
の
花
や
見
は
て
ぬ
夢
の
た
し

二
五
五

　蜩
や
せ
つ
か
く
人
の
お
し
む
日
を 

○

二
五
六

　藻
の
虫
の
名
を
忘
れ
て
や
う
ら
み
鳴 

○

二
五
七

　さ
し
足
は
は
つ
か
し
な
か
ら
む
し
の
こ
ゑ 

●

二
五
八

　鈴
虫
や
た
か
来
て
ふ
る
そ
草
や
し
ろ 

○

二
五
九

　声
〳
〵
に
人
ま
つ
虫
や
し
ゆ
く
は
つ
れ 

●

二
六
〇

　更
る
程
足
を
と
た
へ
て
む
し
の
声

二
六
一

　牛
部
や
に
何
を
鳴
ら
ん
つ
く
は
む
し 

○

二
六
二

　き

―
―

―
―り

〳
―

―
―

―〵
す
蒲
団
さ
く
ら
は
鳴
や
ま
ん 

○
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井
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二
六
三

　い
と
ゝ
さ
へ
露
け
き
袖
に
き
り
〳
〵
す 

○

二
六
四

　草
の
戸
を
明
て
ま
つ
む
し
た
れ
も
来
す

二
六
五

　い
つ
し
か
に
夜
は
明
か
た
や
む
し
の
こ
ゑ

二
六
六

　蝶
よ
り
も
花
に
う
つ
く
し
赤
と
ん
ほ

二
六
七

　す
ゝ
む
し
の
声
も
た
ふ
と
し
神
の
垣

二
六
八

　暑
か
り
し
事
を
思
へ
は
秋
も
よ
し

　
　
　
　
　八
月

二
六
九

　月
か
な
し
姥
捨
山
は
遠
け
れ
と 

●

二
七
〇

　十
六
夜
の
闇
に
た
す
ほ
と
三
日
の
月

二
七
一

　む
す
ふ
と
も
水
な
に
こ
し
そ
月
の
影

二
七
二

　名

―
―

―
―

―
―

月
や
今
宵
ふ
る
か
と
ひ
ら
の
雪 

●

二
七
三

　名

―
―

―
―

―
―

月
や
夕
日
に
か
は
る
勢
田
の
は
し 

●

二
七
四

　名
月
や
む
か
ふ
心
の
は
つ
か
し
き

二
七
五

　名
月
や
橋
を
の
そ
け
は
下
り
鮎

二
七
六

　名
月
や
色
つ
き
そ
む
る
山
も
け
ふ

二
七
七

　名
月
や
か
ゝ
み
の
内
に
居
る
心

二
七
八

　名
月
や
石
山
に
聞
三
井
の
か
ね 

●

二
七
九

　名
月
や
霜
に
更
行
か
ね
の
声

二
八
〇

　一
よ
さ
は
い
つ
く
も
月
の
名
所
か
な 

○

二
八
一

　黒
ふ
て
も
松
は
ま
つ
な
り
け
ふ
の
月

二
八
二

　白
か
へ
も
常
に
は
白
し
け
ふ
の
月

二
八
三

　わ
さ
と
見
に
ゆ
か
ぬ
人
に
も
け
ふ
の
月

二
八
四

　み
ち
〳
〵
て
か
け
ぬ
内
に
と
月
見
哉

二
八
五

　散
る
葉
ま
て
せ
わ
の
う
き
世
や
龍
田
姫

二
八
六

　此
中
の
い
つ
れ
を
折
ら
ん
花
野
哉

二
八
七

　い
ろ
〳
〵
の
香
に
き
ゝ
と
れ
て
花
野
か
な

二
八
八

　ま
ね
か
れ
て
よ
れ
は
あ
ち
む
く
尾
花
哉 

○

二
八
九

　心
か
ら
ま
ね
く
て
も
な
き
を
花
哉

二
九
〇

　朝
露
に
濡
て
を
花
も
し
つ
か
な
り 

●

　
　
　
　手
お
ら
る
ゝ
人
な
う
ら
み
そ
葛
の
は
な 

●

二
九
一

　嫁
菜
さ
へ
今
は
野
菊
の
こ
ゝ
ろ
ま
ゝ 

○

二
九
二

　鶏
頭
や
と
ち
ら
を
花
の
う
ら
お
も
て 

○

二
九
三

　鶏
頭
や
咲
そ
め
し
よ
り
花
ひ
と
つ

二
九
四

　幾
朝
の
霜
に
つ
れ
な
や
種
ふ
く
へ 

○

二
九
五

　笑
ふ
な
よ
美
し
き
花
の
種
ふ
く
へ

二
九
六

　う
つ
く
し
き
花
か
ら
出
し
ふ
く
へ
哉 

○

二
九
七

　さ

―
―

―
―

―
―

ひ
し
さ
は
寝
て
す
ま
せ
と
も
碪
哉

二
九
八

　い
ろ
〳
〵
の
虫
打
け
し
て
き
ぬ
た
哉

二
九
九

　淋
し
さ
に
出
れ
は
門
田
の
鴫
の
声

三
〇
〇

　初
雁
や
風
も
そ
ろ
〳
〵
秋
の
声 

○

三
〇
一

　初
雁
や
風
の
た
よ
り
に
お
も
ひ
立

三
〇
二

　色
鳥
や
枯
木
の
枝
も
う
つ
く
し
き 

○

三
〇
三

　落
鮎
や
そ
ふ
て
な
か
る
ゝ
柳
の
葉

三
〇
四

　落
鮎
や
や
つ
れ
は
て
た
る
身
の
あ
は
れ

三
〇
五

　其
声
を
夏
に
は
鵙
の
鳴
も
せ
す

三
〇
六

　柳
に
も
持
あ
ま
し
た
る
野
分
哉 

●

三
〇
七

　お
れ
枝
を
地
に
も
お
と
さ
ぬ
野
分
哉

三
〇
八

　笛
の
音
に
よ
る
も
や
さ
し
や
し
か
の
声

三
〇
九

　あ
は
れ
な
る
秋
の
中
に
も
し
か
の
声

三
一
〇

　吹
お
く
る
風
か
は
れ
か
し
し
か
の
声
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三
一
一

　引
つ
な
に
蜻
蛉
も
そ
れ
る
鳴
子
哉 

●

三
一
二

　ゆ
る
し
た
き
鳥
も
ひ
と
つ
に
鳴
子
哉 

・

三
一
三

　追
は
て
よ
い
山
の
鹿
ま
て
引
板
の
音

三
一
四

　み
の
か
さ
に
身
の
さ
か
か
く
す
か
ゝ
し
哉 

●

三
一
五

　殺
生
の
つ
み
は
つ
く
ら
ぬ
か
ゝ
し
哉 

○

三
一
六

　て
い
ね
い
に
い
つ
も
案
山
子
の
つ
と
め
ふ
り

三
一
七

　聞
そ
め
し
日
よ
り
物
う
し
秋
の
風

三
一
八

　秋
風
や
す
ゝ
き
は
ら
か
ら
吹
は
し
め

三
一
九

　稲
ふ
ね
の
お
も
て
も
ふ
ら
ぬ
小
川
哉

三
二
〇

　稲
ふ
ね
や
落
し
水
さ
へ
二
度
の
用 

○

三
二
一

　植
つ
け
の
手
に
は
あ
ま
れ
る
田
刈
哉

　
　
　
　
　九
月

三
二
二

　美
し
き
斗
て
も
な
し
け
ふ
の
菊

三
二
三

　は
つ
か
し
と
思
ひ
な
か
ら
も
け菊

の

酒

ふ
の
菊 

○

三
二
四

　焼
し
め
し
薫
り
も
そ
ふ
て
菊
重 

●

三
二
五

　隠
居
か
ら
も
ら
ふ
て
菊
の
節
句
哉 

○

三
二
六

　帰
る
さ
は
杖
ま
い
ら
せ
ん
菊
の
酒

三
二
七

　何
所
ま
て
も
な
か
れ
て
と
ゝ
け
菊
の
水

三
二
八

　け
ふ
ま
て
の
心
長
さ
よ
き
く
つ
く
り 

●

三
二
九

　実
を
む
す
ふ
木
よ
り
め
て
た
し
菊
の
花 

○

三
三
〇

　お
ら
さ
し
と
我
身
を
垣
や
き
く
の
花

三
三
一

　菊
咲
や
白
い
赤
い
も
う
つ
く
し
き

三
三
二

　酔
さ
め
て
又
見
な
を
す
や
十
日
菊

三
三
三

　是
か
ら
は
我
物
に
し
て
十
日
菊

三
三
四

　菊
は
か
り
残
り
て
酒
は
新
酒
哉

三
三
五

　山
寺
の
障
子
あ
か
る
し
後
の
月 

●

三
三
六

　と
ふ
も
と
る
心
て
出
て
も
の
ち
の
月

三
三
七

　か
け
斗
月
の
名
残
り
や
障
子
こ
し

三
三
八

　猿
の
子
は
栗
ひ
ろ
ふ
な
り
後
の
月

三
三
九

　鶯
に
似
た
鳥
は
何
梅
も
と
き 

○

三
四
〇

　う
ら
や
ま
し
秋
風
知
ら
ぬ
松
の
色 

三
四
一

　行
秋
の
わ
す
れ
物
あ
り
松
の
色 

三
四
二

　草
の
葉
の
露
も
一
夜
の
や
と
り
哉 

三
四
三

　や
う
〳
〵
と
し
く
れ
初
け
り
う
す
紅
葉

三
四
四

　日
は
暮
ぬ
く
れ
ぬ
と
思
ふ
紅
葉
哉

三
四
五

　此
あ
た
り
夕
く
れ
し
ら
ぬ
紅
葉
哉

三
四
六

　入
相
の
か
ね
う
そ
ら
し
き
紅
葉
哉

三
四
七

　下
戸
ら
し
き
顔
こ
そ
み
へ
ね
紅
葉
狩 

○

三
四
八

　此
分
清
水
寺
奉
納
に
出
す

　
　
　
　紅

―
―

―
―

―
―

葉
し
て
又
暮
か
ぬ
る
さ
く
ら
哉 

○

三
四
九

　実
の
跡
は
染
す
と
よ
き
に
柿
紅
葉 

○

三
五
〇

　や
か
て
咲
花
に
聞
し
梅
紅
葉 

三
五
一

　色
に
香
を
忘
れ
は
て
し
か
梅
紅
葉

三
五
二

　く
れ
か
ゝ
る
み
ち
の
あ
か
り
や
は
し
紅
葉 

三
五
三

　蔦
は
つ
た
松
に
そ
ふ
て
も
紅
葉
哉 

○

三
五
四

　其
花
の
色
よ
り
も
こ
き
桃
紅
葉 

○

三
五
五

　蚊
や
に
寝
て
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
夜
寒
哉 

●

三
五
六

　寝
姿
に
秋
の
そ
な
は
る
夜
寒
哉

三
五
七

　長
き
夜
を
ね
た
ら
ぬ
人
そ
浦
山
し

三
五
八

　肌
寒
や
は
し
め
て
う
す
き
単
物
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三
一
一

　引
つ
な
に
蜻
蛉
も
そ
れ
る
鳴
子
哉 

●

三
一
二

　ゆ
る
し
た
き
鳥
も
ひ
と
つ
に
鳴
子
哉 

・

三
一
三

　追
は
て
よ
い
山
の
鹿
ま
て
引
板
の
音

三
一
四

　み
の
か
さ
に
身
の
さ
か
か
く
す
か
ゝ
し
哉 

●

三
一
五

　殺
生
の
つ
み
は
つ
く
ら
ぬ
か
ゝ
し
哉 

○

三
一
六

　て
い
ね
い
に
い
つ
も
案
山
子
の
つ
と
め
ふ
り

三
一
七

　聞
そ
め
し
日
よ
り
物
う
し
秋
の
風

三
一
八

　秋
風
や
す
ゝ
き
は
ら
か
ら
吹
は
し
め

三
一
九

　稲
ふ
ね
の
お
も
て
も
ふ
ら
ぬ
小
川
哉

三
二
〇

　稲
ふ
ね
や
落
し
水
さ
へ
二
度
の
用 

○

三
二
一

　植
つ
け
の
手
に
は
あ
ま
れ
る
田
刈
哉

　
　
　
　
　九
月

三
二
二

　美
し
き
斗
て
も
な
し
け
ふ
の
菊

三
二
三

　は
つ
か
し
と
思
ひ
な
か
ら
も
け菊

の

酒

ふ
の
菊 
○

三
二
四

　焼
し
め
し
薫
り
も
そ
ふ
て
菊
重 
●

三
二
五

　隠
居
か
ら
も
ら
ふ
て
菊
の
節
句
哉 

○

三
二
六

　帰
る
さ
は
杖
ま
い
ら
せ
ん
菊
の
酒

三
二
七

　何
所
ま
て
も
な
か
れ
て
と
ゝ
け
菊
の
水

三
二
八

　け
ふ
ま
て
の
心
長
さ
よ
き
く
つ
く
り 

●

三
二
九

　実
を
む
す
ふ
木
よ
り
め
て
た
し
菊
の
花 

○

三
三
〇

　お
ら
さ
し
と
我
身
を
垣
や
き
く
の
花

三
三
一

　菊
咲
や
白
い
赤
い
も
う
つ
く
し
き

三
三
二

　酔
さ
め
て
又
見
な
を
す
や
十
日
菊

三
三
三

　是
か
ら
は
我
物
に
し
て
十
日
菊

三
三
四

　菊
は
か
り
残
り
て
酒
は
新
酒
哉

三
三
五

　山
寺
の
障
子
あ
か
る
し
後
の
月 

●

三
三
六

　と
ふ
も
と
る
心
て
出
て
も
の
ち
の
月

三
三
七

　か
け
斗
月
の
名
残
り
や
障
子
こ
し

三
三
八

　猿
の
子
は
栗
ひ
ろ
ふ
な
り
後
の
月

三
三
九

　鶯
に
似
た
鳥
は
何
梅
も
と
き 

○

三
四
〇

　う
ら
や
ま
し
秋
風
知
ら
ぬ
松
の
色 

三
四
一

　行
秋
の
わ
す
れ
物
あ
り
松
の
色 

三
四
二

　草
の
葉
の
露
も
一
夜
の
や
と
り
哉 

三
四
三

　や
う
〳
〵
と
し
く
れ
初
け
り
う
す
紅
葉

三
四
四

　日
は
暮
ぬ
く
れ
ぬ
と
思
ふ
紅
葉
哉

三
四
五

　此
あ
た
り
夕
く
れ
し
ら
ぬ
紅
葉
哉

三
四
六

　入
相
の
か
ね
う
そ
ら
し
き
紅
葉
哉

三
四
七

　下
戸
ら
し
き
顔
こ
そ
み
へ
ね
紅
葉
狩 

○

三
四
八

　此
分
清
水
寺
奉
納
に
出
す

　
　
　
　紅

―
―

―
―

―
―

葉
し
て
又
暮
か
ぬ
る
さ
く
ら
哉 

○

三
四
九

　実
の
跡
は
染
す
と
よ
き
に
柿
紅
葉 

○

三
五
〇

　や
か
て
咲
花
に
聞
し
梅
紅
葉 

三
五
一

　色
に
香
を
忘
れ
は
て
し
か
梅
紅
葉

三
五
二

　く
れ
か
ゝ
る
み
ち
の
あ
か
り
や
は
し
紅
葉 

三
五
三

　蔦
は
つ
た
松
に
そ
ふ
て
も
紅
葉
哉 

○

三
五
四

　其
花
の
色
よ
り
も
こ
き
桃
紅
葉 

○

三
五
五

　蚊
や
に
寝
て
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
夜
寒
哉 

●

三
五
六

　寝
姿
に
秋
の
そ
な
は
る
夜
寒
哉

三
五
七

　長
き
夜
を
ね
た
ら
ぬ
人
そ
浦
山
し

三
五
八

　肌
寒
や
は
し
め
て
う
す
き
単
物
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　十
月

三
五
九

　炉
ひ
ら
き
や
ま
た
ふ
も
き
ら
ぬ
炭す

み

表
（
マ
マ
） 

●

三
六
〇

　い
つ
か
ら
か
は
な
れ
か
ね
た
る
火
燵
哉 

●

三
六
一

　か
た
は
ら
に
嫁
は
物
縫
ふ
火
燵
哉

三
六
二

　初
雪
や
上
々
様
の
お
よ
ろ
こ
ひ 

●

三
六
三

　は
つ
雪
や
落
葉
か
く
に
も
心
あ
れ 

○

三
六
四

　初
雪
は
し
つ
く
と
な
り
て
し
ま
ひ
け
り

三
六
五

　は
つ
雪
や
見
て
居
る
う
ち
に
も
と
の
松 

○

三
六
六

　初
雪
の
ふ
る
は
か
り
な
り
海
の
上

三
六
七

　行
水
の
音
斗
し
て
お
ち
は
か
な

三
六
八

　落
て
ま
て
風
に
も
ま
る
ゝ
落
葉
哉

三
六
九

　足
を
と
を
忍
ふ
と
す
れ
と
落
葉
哉 

三
七
〇

　か
け
は
お
ち
さ
ひ
し
さ
つ
き
ぬ
落
葉
哉

三
七
一

　川
音
の
し
く
れ
は
つ
ら
し
網
代
守

三
七
二

　よ
る
氷
魚
の
か
け
さ
へ
寒
し
網
代
守 
○

三
七
三

　あ
ら
磯
に
身
は
な
ら
は
し
の
ち
と
り
哉 

●

三
七
四

　引
ふ
ね
の
つ
な
に
そ
れ
行
ち
と
り
哉

三
七
五

　笛
の
音
も
ま
し
る
や
須
磨
の
浦
千
鳥 

○

三
七
六

　
　
　十
二
景
の
内

　
　
　
　つ
や
の
め
を
さ
ま
す
や
曽
我
の
川
千
鳥 

●

三
七
七

　つ
か
ひ
来
て
い
け
に
さ
は
く
や
鴨
の
声 

●

三
七
八

　今
に
ま
た
遊
ひ
あ
か
す
や
枯
柳 

●

三
七
九

　此
分
奉
納
に
出
す

　
　
　
　間
違
か
ほ
ん
の
心
か
帰
り
花

三
八
〇

　あ
は
れ
さ
や
ま
ね
く
と
す
れ
と
枯
尾
花 

●

三
八
一

　冬
枯
の
蔦
や
く
ち
木
の
恥
か
し
き 

三
八
二

　木
か
ら
し
や
其
は
け
し
さ
を
人
に
ま
て 

●

三
八
三

　木
か
ら
し
や
松
に
心
を
つ
く
せ
と
も

三
八
四

　あ
た
ゝ
か
に
咲
や
牡
丹
の
冬
か
こ
ひ 

○

三
八
五

　た
は
ひ
な
く
寝
の
ひ
し
て
ゐ
る
生
海
鼠
哉

三
八
六

　ふ
器き

用
に
生
れ
て
ら
く
な
生
海
鼠
哉

三
八
七

　此
分
奉
納
に
出
す

　
　
　
　お
と
こ
気
も
事
に
こ
そ
よ
れ
ふ
く
と
汁 

●

三
八
八

　命
よ
り
名
こ
り
お
し
け
れ
ふ
く
と
汁

三
八
九

　人
な
み
に
く
は
ぬ
も
い
か
ゝ
ふ
く
と
汁

三
九
〇

　薬
く
ひ
す
る
気
に
も
似
す
ふ
く
と
汁

三
九
一

　炭
か
ま
の
け
ふ
り
に
松
の
雫
哉 

○

三
九
二

　よ
も
す
か
ら
寝
て
も
筧
の
音
寒
し

三
九
三

　な
ふ
ら
れ
て
咲
も
や
さ
し
や
室
の
梅

三
九
四

　室
梅
の
心
か
ら
と
は
さ
か
ね
と
も

三
九
五

　さ
け
〳
〵
と
春
も
ま
た
せ
す
室
の
梅 

●

三
九
六

　野
は
雪
の
ふ
る
と
も
知
ら
す
室
の
梅 

●

三
九
七

　冬
籠
何
所
か
ら
風
の
か
よ
ふ
ら
ん 

三
九
八

　は
り
と
め
の
ほ
こ
ろ
ひ
安
き
紙
子
哉 

●

三
九
九

　水
鳥
の
何
を
よ
す
か
ら
さ
は
く
ら
ん

四
〇
〇

　夜
興
引
の
つ
ま
も
あ
ん
し
に
寝
ぬ
夜
哉 

●

四
〇
一

　ほ
た
の
火
に
ひ
さ
も
く
つ
さ
す
嫁
む
す
め

四
〇
二

　蚊
や
り
せ
し
鉢
も
い
つ
し
か
ほ
た
火
哉

四
〇
三

　む
そ
ふう

さ
に
薬
く
ひ
す
る
男
たタ

ちチ

　
　
　
　
　十
一
月

松
井
し
げ
女
「
槃
草
」

－

翻
刻
と
考
察

－

（
蒲
生
倫
子
）
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四
〇
四

　
　
　大
社
十
二
景
御
崎
山
の
雪

　
　
　
　月
に
さ
へ
明
ぬ
障
子
を
雪
の
み
ね 

●

四
〇
五

　手
な
ら
ゐ
の
手
に
よ
こ
し
け
り
雪
こ
か
し 

四
〇
六

　つ
め
た
さ
を
身
の
な
ら
は
し
の
雪
こ
か
し

四
〇
七

　笹
の
葉
を
さ
か
す
音
し
て
あ
ら
れ
哉 

●

四
〇
八

　今つ
ゐ

き
ゆ
る
物
と
は
見
へ
ぬ
あ
ら
れ
哉 

●

四
〇
九

　水
く
み
に
来往

て
た
ゝ
も
と
る
氷
か
な 

●

四
一
〇

　下
駄
は
き
て
行
な
や
み
た
る
氷
哉 

四
一
一

　折
〳
〵
の
あ
か
り
せ
は
し
き
し
く
れ
か
な

四
一
二

　添

―
―

―
―

―
―

ふ
て
ふ
る
柳
は
も
と
る
し
く
れ
哉 

○

四
一
三

　残
り
あ
る
空
と
は
見
へ
ぬ
し
く
れ
哉

四
一
四

　此
分
ゑ
の
木
や
く
し
奉
納

　
　
　
　雪
女
さ
は
ら
は
き
え
ん
風
情
な
り 

●

四
一
五

　殿
様
は
い
つ
れ
の
笠
そ
御
鷹
狩 

●

四
一
六

　御
神
楽
や
明
ぬ
に
衛
士
の
顔
白
し 

四
一
七

　御
神
楽
に
霜
夜
の
笛
の
遠
音
哉 

四
一
八

　水
仙
の
葉
さ
へ
花
さ
へ
さ
む
け
な
り 

　
　
　
　
　十
二
月

四
一
九

　う
つ
か
り
と
思
ふ
て
居
れ
は
節
季
哉 

○

四
二
〇

　す
ゝ
は
き
に
こ
な
た
の
神
も
御
ゆ
き
哉 

○

四
二
一

　常
の
間
へ
直
る
も
清
し
す
ゝ
の
雪 

四
二
二

　お
し
か
ら
ぬ
物
と
な
り
た
り
古
こ
よ
み 

四
二
三

　く
り
返
す
ね
ん
も
残
ら
す
古
こ
よ
み

四
二
四

　此
中
に
遊
ふ
日
も
あ
り
年
忘
れ 

○

四
二
五

　女
子
と
し
思
ふ
て
く
る
ゝ
と
し
わ
す
れ

四
二
六

　年
忘
れ
あ
す
は
〳
〵
に
く
れ
に
け
り 

○

四
二
七

　お
と
こ
さ
へ
ま
か
せ
ぬ
物
を
年
忘
れ 
●

四
二
八

　女
子
さ
へ
こ
ゆ
る
は
安
し
と
し
の
坂 

四
二
九

　こ
ち
へ
こ
す
人
に
は
あ
わ
す
と
し
の
関 

四
三
〇

　年
の
関
鶏
の
そ
ら
音
も
は
か
ら
れ
す

四
三
一

　冬
の
梅
ひ
と
り
野
中
に
か
ほ
り
け
り 

●

四
三
二

　梅
の
雪
き
え
て
う
れ
し
や
寒
の
雨 

●

四
三
三

　寒
声
や
さ
む
さ
お
ほ
ゆ
る
戻
り
道 

○

四
三
四

　行
年
も
と
し
〳
〵
は
や
く
お
も
は
る
ゝ

四
三
五

　行
年
を
い
そ
く
や
老
も
か
へ
り
見
す

四
三
六

　行
年
に
関
の
こ
な
た
て
別
け
り 

・

四
三
七

　行
と
し
や
い
つ
も
な
か
ら
に
お
と
ろ
か
れ 

四
三
八

　行
と
し
や
身
に
つ
も
る
と
は
お
ほ
へ
ね
と

四
三
九

　う
し
と
見
し
世
も
な
つ
か
し
や
年
の
暮 

○

四
四
〇

　知
れ
て
あ
る
事
に
聞
し
年
の
暮 

●

四
四
一

　今
さ
ら
に
お
し
む
気
に
な
る
年
暮

四
四
二

　一
と
せ
も
い
と
ゝ
み
ち
か
し
老
の
く
れ 

四
四
三

　待
事
も
な
き
身
な
か
ら
も
と
し
の
く
れ

四
四
四

　も
と
か
し
の
ま
ゐ
ら
せ
候
や
と
し
の
く
れ

四
四
五

　長
か
れ
と
思
ふ
も
よ
く
よ
と
し
の
く
れ 

○

四
四
六

　い
つ
と
て
も
俄
に
年
は
く
れ
ね
と
も

四
四
七

　く
れ
か
ね
し
昔
な
つ
か
し
年
の
末 

・

　
　
　
　
　享
和
元
辛
酉
霜
月
日

四
四
八

　扇
置
袖
に
来
鳴
や
き
り
〳
〵
す

松
井
し
げ
女
「
槃
草
」

－

翻
刻
と
考
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四
〇
四

　
　
　大
社
十
二
景
御
崎
山
の
雪

　
　
　
　月
に
さ
へ
明
ぬ
障
子
を
雪
の
み
ね 

●

四
〇
五

　手
な
ら
ゐ
の
手
に
よ
こ
し
け
り
雪
こ
か
し 

四
〇
六

　つ
め
た
さ
を
身
の
な
ら
は
し
の
雪
こ
か
し

四
〇
七

　笹
の
葉
を
さ
か
す
音
し
て
あ
ら
れ
哉 

●

四
〇
八

　今つ
ゐ

き
ゆ
る
物
と
は
見
へ
ぬ
あ
ら
れ
哉 

●

四
〇
九

　水
く
み
に
来往

て
た
ゝ
も
と
る
氷
か
な 

●

四
一
〇

　下
駄
は
き
て
行
な
や
み
た
る
氷
哉 

四
一
一

　折
〳
〵
の
あ
か
り
せ
は
し
き
し
く
れ
か
な

四
一
二

　添

―
―

―
―

―
―

ふ
て
ふ
る
柳
は
も
と
る
し
く
れ
哉 

○

四
一
三

　残
り
あ
る
空
と
は
見
へ
ぬ
し
く
れ
哉

四
一
四

　此
分
ゑ
の
木
や
く
し
奉
納

　
　
　
　雪
女
さ
は
ら
は
き
え
ん
風
情
な
り 

●

四
一
五

　殿
様
は
い
つ
れ
の
笠
そ
御
鷹
狩 
●

四
一
六

　御
神
楽
や
明
ぬ
に
衛
士
の
顔
白
し 

四
一
七

　御
神
楽
に
霜
夜
の
笛
の
遠
音
哉 

四
一
八

　水
仙
の
葉
さ
へ
花
さ
へ
さ
む
け
な
り 

　
　
　
　
　十
二
月

四
一
九

　う
つ
か
り
と
思
ふ
て
居
れ
は
節
季
哉 

○

四
二
〇

　す
ゝ
は
き
に
こ
な
た
の
神
も
御
ゆ
き
哉 

○

四
二
一

　常
の
間
へ
直
る
も
清
し
す
ゝ
の
雪 

四
二
二

　お
し
か
ら
ぬ
物
と
な
り
た
り
古
こ
よ
み 

四
二
三

　く
り
返
す
ね
ん
も
残
ら
す
古
こ
よ
み

四
二
四

　此
中
に
遊
ふ
日
も
あ
り
年
忘
れ 

○

四
二
五

　女
子
と
し
思
ふ
て
く
る
ゝ
と
し
わ
す
れ

四
二
六

　年
忘
れ
あ
す
は
〳
〵
に
く
れ
に
け
り 

○

四
二
七

　お
と
こ
さ
へ
ま
か
せ
ぬ
物
を
年
忘
れ 

●

四
二
八

　女
子
さ
へ
こ
ゆ
る
は
安
し
と
し
の
坂 

四
二
九

　こ
ち
へ
こ
す
人
に
は
あ
わ
す
と
し
の
関 

四
三
〇

　年
の
関
鶏
の
そ
ら
音
も
は
か
ら
れ
す

四
三
一

　冬
の
梅
ひ
と
り
野
中
に
か
ほ
り
け
り 

●

四
三
二

　梅
の
雪
き
え
て
う
れ
し
や
寒
の
雨 

●

四
三
三

　寒
声
や
さ
む
さ
お
ほ
ゆ
る
戻
り
道 

○

四
三
四

　行
年
も
と
し
〳
〵
は
や
く
お
も
は
る
ゝ

四
三
五

　行
年
を
い
そ
く
や
老
も
か
へ
り
見
す

四
三
六

　行
年
に
関
の
こ
な
た
て
別
け
り 

・

四
三
七

　行
と
し
や
い
つ
も
な
か
ら
に
お
と
ろ
か
れ 

四
三
八

　行
と
し
や
身
に
つ
も
る
と
は
お
ほ
へ
ね
と

四
三
九

　う
し
と
見
し
世
も
な
つ
か
し
や
年
の
暮 

○

四
四
〇

　知
れ
て
あ
る
事
に
聞
し
年
の
暮 

●

四
四
一

　今
さ
ら
に
お
し
む
気
に
な
る
年
暮

四
四
二

　一
と
せ
も
い
と
ゝ
み
ち
か
し
老
の
く
れ 

四
四
三

　待
事
も
な
き
身
な
か
ら
も
と
し
の
く
れ

四
四
四

　も
と
か
し
の
ま
ゐ
ら
せ
候
や
と
し
の
く
れ

四
四
五

　長
か
れ
と
思
ふ
も
よ
く
よ
と
し
の
く
れ 

○

四
四
六

　い
つ
と
て
も
俄
に
年
は
く
れ
ね
と
も

四
四
七

　く
れ
か
ね
し
昔
な
つ
か
し
年
の
末 

・

　
　
　
　
　享
和
元
辛
酉
霜
月
日

四
四
八

　扇
置
袖
に
来
鳴
や
き
り
〳
〵
す

松
井
し
げ
女
「
槃
草
」

－

翻
刻
と
考
察

－

（
蒲
生
倫
子
）
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三

　『草
笛
』
と
「
槃
草
」

　祝
羽
風
が
『
草
笛
』
に
掲
載
し
た
の
は
、「
十
余
年
前
或
書
」
に
見
た
、
松
井

し
げ
の
略
歴
及
び
「
栞
草
」
な
る
作
品
の
緒
書
と
抜
抄
二
十
二
句
で
あ
っ
た
。
こ

の
『
草
笛
』
掲
載
以
降
、
長
く
作
品
名
は
「
栞
草
」
と
さ
れ
た
。「
或
書
」
を
記

し
た
人
物
は
、「
槃
草
」
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
句
を
用
い
て
、
し
げ
の
生
涯
を

表
現
し
て
い
る
。
書
名
を
「
栞
草
」
に
し
て
い
る
か
ら
、
し
げ
と
対
面
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
彼
女
の
生
涯
を
よ
く
調
べ
或
い
は
よ
く
知
り
、「
槃
草
」
を
手
に
し

た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
草
笛
』
掲
載
の
序
文
及
び
二
十
二
句
の
内
、
二
四
、
二
七
、
三
一
一
、
四
一 

五
、
四
二
〇
の
五
句
に
着
目
し
た
い
。
『
草
笛
』
と
廻
瀾
亭
文
庫
本
「
槃
草
」
と

の
間
に
表
記
の
違
い
が
見
ら
れ
る
五
句
で
あ
る
。
比
較
し
や
す
い
よ
う
、
い
ず
れ

も
濁
点
及
び
句
読
点
を
原
本
の
ま
ま
に
し
た
。

　
　・

序

　
　［

草
笛
］
世
に
さ
ま
〴
〵
の
花
有
て
蓮
は
泥
の
中
よ
り
清
ら
か
な

る
姿
を
な
し
牡
丹
は
岩
の
上
に
在
て
も
ふ
く
〳
〵
し
き
花
の
か
た

ち
を
そ
な
ふ
さ
れ
は
其
所
を
ゑ
り
て
生
ふ
る
か
と
思
へ
は
昔
の
人

の
言
葉
に
も
植
て
見
よ
花
の
そ
た
ゝ
ぬ
里
も
な
し
と
や
ら
ん
し
た

ふ
て
い
ろ
〳
〵
の
花
の
種
を
ひ
ら
い
て
茶
園
の
片
す
み
に
ま
き
ち

ら
し
洗
濯
の
水
を
こ
ぼ
し
て
養
ひ
と
し
よ
す
か
あ
る
時
の
気
の
し

み
と
な
し
ぬ
故
に
栞
草
と
名
付
け
は
へ
る

　
　
　
　
　
　［

槃
草
］
世
に
さ
ま
〳
〵
の
花
有
て
蓮
は
泥
の
中
よ
り
清
ら
か
な

る
姿
を
な
し
牡
丹
は
岩
の
う
へ
に
在
て
も
ゆふ

 
く

 
〳
〵

 
し

 
き

た
か
な
る
花
の
か
た

ち
を
そ
な
へ
さ
れ
は
其
所
を
ゑ
り
て
生
る
か
と
思
へ
は
昔
の
人
の

言
草
に
も
植
て
見
よ
花
の
生
立
ぬ
さ
と
も
な
し
と
や
ら
ん
を
し
た

ふ
て
い
ろ
〳
〵
の
花
の
種
を
ひ
ら
い
て
茶
園
の
片
す
み
に
ま
き
ち

ら
し
洗
濯
の
水
を
こ
ほ
し
て
養
ひ
と
し
よ
す
か
あ
る
時
の
た
の
し

み
と
な
し
ぬ
故
に
槃
草
と
名
付
侍
る

・
二
四

　
　［

草
笛
］
羽
子
つ
く
や
空
に
の
と
け
き
鳥
の
声

　
　
　
　
　［

槃
草
］
羽
子
つ
く
や
空
も
の
と
け
き
鳥
の
声

・
二
七

　
　［

草
笛
］
縫
そ
め
や
ち
い
さ
き
手
に
は
雛
の
衣

　
　
　
　
　［

槃
草
］
縫
そ
め
や
ち
い
さ
き
手
に
は
雛
の
御
衣

・
三
一
一

　［
草
笛
］
引
く
綱
に
蜻
蛉
の
そ
れ
る
鳴
子
か
な

　
　
　
　
　［

槃
草
］
引
つ
な
に
蜻
蛉
も
そ
れ
る
鳴
子
哉

・
四
一
五

　［
草
笛
］
殿
様
は
い
つ
れ
の
笠
に
御
鷹
狩

　
　
　
　
　［

槃
草
］
殿
様
は
い
つ
れ
の
笠
そ
御
鷹
狩

・
四
二
〇

　［
草
笛
］
煤
掃
に
こ
な
た
の
神
の
御
幸
か
な

　
　
　
　
　［

槃
草
］
す
ゝ
は
き
に
こ
な
た
の
神
も
御
ゆ
き
哉

　こ
の
よ
う
に
、『
草
笛
』
と
廻
瀾
亭
文
庫
本
「
槃
草
」
の
表
記
に
は
違
い
が
見

ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、

・
廻
瀾
亭
文
庫
本
以
外
、
完
全
な
形
で
確
認
さ
れ
た
本
が
な
い
こ
と

・「
或
書
」
に
、
出
版
や
版
元
に
関
す
る
情
報
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と

・
長
く
「
栞
草
」
と
し
て
読
み
下
さ
れ
、
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
或
書
」
で
使
用
さ
れ
た
底
本
は
、
廻
瀾
亭
文
庫
本
と
同
じ

く
書
写
本
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。「
或
書
」
を
書
い
た
人
物
ま
た
は
祝
羽
風
が
表

記
を
変
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
同
一
本
の
可
能
性
も
あ
る
。

四

　し
げ
に
よ
る
組
分
け

　「
槃
草
」
に
は
、
正
月 

六
十
句
、
二
月 

四
十
五
句
、
三
月 

二
十
七
句
、
四

松
井
し
げ
女
「
槃
草
」

－
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考
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（
蒲
生
倫
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月 

二
十
九
句
、
五
月 

十
五
句
、
六
月 

三
十
七
句
、
七
月 

五
十
五
句
、
八
月 

五
十
三
句
、
九
月 

三
十
七
句
、
十
月 

四
十
五
句
、
十
一
月 

十
五
句
、
十
二
月 

二
十
九
句
に
、
追
加
一
句
を
加
え
て
、
計 

四
百
四
十
八
句
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
句
の
中
に
は
、
作
者
し
げ
に
よ
っ
て
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
次
の
よ
う
に
十
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

○

　正
月

　一
、
六
、
八
、
一
二
、
一
七
、
一
八
、
一
九
、
二
〇
、
二
三
、

二
九
、
三
〇
、
三
一
、
三
五
、
三
八
、
四
〇
、
四
五

　二
月

　七
〇
、

七
九
、
八
〇
、
八
四
、
九
一
、
九
二

　三
月

　一
一
二
、
一
一
六
、

一
二
六
、
一
三
二

　四
月

　一
三
三
、
一
三
四
、
一
四
〇
、
一
五
〇
、

一
五
三
、
一
五
五

　五
月

　一
六
二
、
一
六
五
、
一
七
〇
、
一
七
二
、

一
七
五

　六
月

　一
七
七
、
一
七
八
、
一
七
九
、
一
八
二
、
一
八
四
、

一
八
五
、
一
八
九
、
一
九
〇
、
一
九
一
、
一
九
四
、
一
九
八
、
二
〇
三
、

二
〇
七
、
二
一
〇

　七
月

　二
一
四
、
二
二
二
、
二
二
三
、
二
三
〇
、

二
三
一
、
二
三
二
、
二
三
八
、
二
四
〇
、
二
四
二
、
二
四
五
、
二
四
七
、

二
五
二
、
二
五
五
、
二
五
六
、
二
五
八
、
二
六
一
、
二
六
二
、
二
六
三

八
月

　二
八
〇
、
二
八
八
、
二
九
一
、
二
九
二
、
二
九
四
、
二
九
六
、

三
〇
〇
、
三
〇
二
、
三
一
五
、
三
二
〇

　九
月

　三
二
三
、
三
二
五
、

三
二
九
、
三
三
九
、
三
四
七
、
三
四
八
、
三
四
九
、
三
五
三
、
三
五
四

十
月

　三
六
三
、
三
六
五
、
三
七
二
、
三
七
五
、
三
八
四
、
三
九
一

十
一
月

　四
一
二

　十
二
月

　四
一
九
、
四
二
〇
、
四
二
四
、
四
二
六
、

四
三
三
、
四
三
九
、
四
四
五

●

　正
月

　二
一
、
二
七
、
三
二
、
四
二
、
四
三
、
四
六
、
四
八
、
四
九
、

五
二
、
五
七
、
五
八

　二
月

　六
三
、
六
九
、
八
八
、
八
九
、
九
〇
、

九
三
、
九
五
、
九
六

　三
月

　一
〇
七
、
一
一
一
、
一
二
二

四
月

　一
三
五
、
一
三
八
、
一
四
四
、
一
五
一
、
一
五
六
、
一
五
八

五
月

　一
六
四
、
一
七
四
、
一
七
六

　六
月

　一
八
三
、
一
八
七
、

一
九
二
、
一
九
七
、
二
〇
一
、
二
〇
二
、
二
〇
六
、
二
一
三

七
月

　二
一
六
、
二
一
九
、
二
二
一
、
二
五
七
、
二
五
九

八
月

　二
六
九
、
二
七
二
、
二
七
三
、
二
七
八
、
二
九
〇
、
三
〇
六
、

三
一
一
、
三
一
四

　九
月

　三
二
四
、
三
二
八
、
三
三
五
、
三
五
五

十
月

　三
五
九
、
三
六
〇
、
三
六
二
、
三
七
三
、
三
七
六
、
三
七
七
、

三
七
八
、
三
八
〇
、
三
八
二
、
三
八
七
、
三
九
五
、
三
九
六
、
三
九
八
、

四
〇
〇

　十
一
月

　四
〇
四
、
四
〇
七
、
四
〇
八
、
四
〇
九
、
四
一
四
、

四
一
五

　十
二
月

　四
二
七
、
四
三
一
、
四
三
二
、
四
四
〇

　正
月

　一
〇
、
一
五
、
一
六
、
二
二
、
二
四
、
三
三
、
三
四
、
四
七
、

六
〇

　二
月

　六
一

　六
月

　二
二
九

　十
一
月

　四
〇
五
、
四
一
〇

十
二
月

　四
二
八
、
四
二
九

・

　二
月

　七
一

　四
月

　一
四
一

　八
月

　三
一
二

　十
二
月

　四
三
六
、

四
四
七

　六
月

　二
〇
八

　七
月

　二
二
〇
、
二
二
五
、
二
二
八
、
二
四
一

九
月

　三
四
〇
、
三
四
一
、
三
四
二
、
三
五
〇
、
三
五
二

十
月

　三
六
九
、
三
八
一
、
三
九
七

　十
一
月

　四
一
六
、
四
一
七
、

四
一
八

　十
二
月

　四
二
一
、
四
二
二
、
四
三
七
、
四
四
二

―

　二
月

　六
二
、
七
五
、
九
八
、
一
〇
〇
、
一
〇
二

　三
月

　一
〇
六
、

一
一
〇
、
一
一
九
、
一
二
〇
、
一
二
七

　四
月

　一
四
五
、
一
五
七
、

一
六
〇

　五
月

　一
六
七
、
一
六
八

‖

　二
月

　一
〇
三

　三
月

　一
三
〇

　四
月

　一
四
六

○―

　三
月

　一
二
四

　四
月

　一
四
二
、
一
四
七
、
一
四
八
、
一
五
四

●―

　三
月

　一
一
七

　四
月

　一
四
三

　以
上
、「
○
」
百
二
句
、「
●
」
八
十
句
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」
十
五
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」
五
句
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月 
二
十
九
句
、
五
月 

十
五
句
、
六
月 

三
十
七
句
、
七
月 

五
十
五
句
、
八
月 

五
十
三
句
、
九
月 

三
十
七
句
、
十
月 

四
十
五
句
、
十
一
月 

十
五
句
、
十
二
月 

二
十
九
句
に
、
追
加
一
句
を
加
え
て
、
計 

四
百
四
十
八
句
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
句
の
中
に
は
、
作
者
し
げ
に
よ
っ
て
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
次
の
よ
う
に
十
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

○

　正
月

　一
、
六
、
八
、
一
二
、
一
七
、
一
八
、
一
九
、
二
〇
、
二
三
、

二
九
、
三
〇
、
三
一
、
三
五
、
三
八
、
四
〇
、
四
五

　二
月

　七
〇
、

七
九
、
八
〇
、
八
四
、
九
一
、
九
二

　三
月

　一
一
二
、
一
一
六
、

一
二
六
、
一
三
二

　四
月

　一
三
三
、
一
三
四
、
一
四
〇
、
一
五
〇
、

一
五
三
、
一
五
五

　五
月

　一
六
二
、
一
六
五
、
一
七
〇
、
一
七
二
、

一
七
五

　六
月

　一
七
七
、
一
七
八
、
一
七
九
、
一
八
二
、
一
八
四
、

一
八
五
、
一
八
九
、
一
九
〇
、
一
九
一
、
一
九
四
、
一
九
八
、
二
〇
三
、

二
〇
七
、
二
一
〇

　七
月

　二
一
四
、
二
二
二
、
二
二
三
、
二
三
〇
、

二
三
一
、
二
三
二
、
二
三
八
、
二
四
〇
、
二
四
二
、
二
四
五
、
二
四
七
、

二
五
二
、
二
五
五
、
二
五
六
、
二
五
八
、
二
六
一
、
二
六
二
、
二
六
三

八
月

　二
八
〇
、
二
八
八
、
二
九
一
、
二
九
二
、
二
九
四
、
二
九
六
、

三
〇
〇
、
三
〇
二
、
三
一
五
、
三
二
〇

　九
月

　三
二
三
、
三
二
五
、

三
二
九
、
三
三
九
、
三
四
七
、
三
四
八
、
三
四
九
、
三
五
三
、
三
五
四

十
月

　三
六
三
、
三
六
五
、
三
七
二
、
三
七
五
、
三
八
四
、
三
九
一

十
一
月

　四
一
二

　十
二
月

　四
一
九
、
四
二
〇
、
四
二
四
、
四
二
六
、

四
三
三
、
四
三
九
、
四
四
五

●

　正
月

　二
一
、
二
七
、
三
二
、
四
二
、
四
三
、
四
六
、
四
八
、
四
九
、

五
二
、
五
七
、
五
八

　二
月

　六
三
、
六
九
、
八
八
、
八
九
、
九
〇
、

九
三
、
九
五
、
九
六

　三
月

　一
〇
七
、
一
一
一
、
一
二
二

四
月

　一
三
五
、
一
三
八
、
一
四
四
、
一
五
一
、
一
五
六
、
一
五
八

五
月

　一
六
四
、
一
七
四
、
一
七
六

　六
月

　一
八
三
、
一
八
七
、

一
九
二
、
一
九
七
、
二
〇
一
、
二
〇
二
、
二
〇
六
、
二
一
三

七
月

　二
一
六
、
二
一
九
、
二
二
一
、
二
五
七
、
二
五
九

八
月

　二
六
九
、
二
七
二
、
二
七
三
、
二
七
八
、
二
九
〇
、
三
〇
六
、

三
一
一
、
三
一
四

　九
月

　三
二
四
、
三
二
八
、
三
三
五
、
三
五
五

十
月

　三
五
九
、
三
六
〇
、
三
六
二
、
三
七
三
、
三
七
六
、
三
七
七
、

三
七
八
、
三
八
〇
、
三
八
二
、
三
八
七
、
三
九
五
、
三
九
六
、
三
九
八
、

四
〇
〇

　十
一
月

　四
〇
四
、
四
〇
七
、
四
〇
八
、
四
〇
九
、
四
一
四
、

四
一
五

　十
二
月

　四
二
七
、
四
三
一
、
四
三
二
、
四
四
〇

　正
月

　一
〇
、
一
五
、
一
六
、
二
二
、
二
四
、
三
三
、
三
四
、
四
七
、

六
〇

　二
月

　六
一

　六
月

　二
二
九

　十
一
月

　四
〇
五
、
四
一
〇

十
二
月

　四
二
八
、
四
二
九

・

　二
月

　七
一

　四
月

　一
四
一

　八
月

　三
一
二

　十
二
月

　四
三
六
、

四
四
七

　六
月

　二
〇
八

　七
月

　二
二
〇
、
二
二
五
、
二
二
八
、
二
四
一

九
月

　三
四
〇
、
三
四
一
、
三
四
二
、
三
五
〇
、
三
五
二

十
月

　三
六
九
、
三
八
一
、
三
九
七

　十
一
月

　四
一
六
、
四
一
七
、

四
一
八

　十
二
月

　四
二
一
、
四
二
二
、
四
三
七
、
四
四
二

―

　二
月

　六
二
、
七
五
、
九
八
、
一
〇
〇
、
一
〇
二

　三
月

　一
〇
六
、

一
一
〇
、
一
一
九
、
一
二
〇
、
一
二
七

　四
月

　一
四
五
、
一
五
七
、

一
六
〇

　五
月

　一
六
七
、
一
六
八

‖

　二
月

　一
〇
三

　三
月

　一
三
〇

　四
月

　一
四
六

○―
　三
月

　一
二
四

　四
月

　一
四
二
、
一
四
七
、
一
四
八
、
一
五
四

●―

　三
月

　一
一
七

　四
月

　一
四
三

　以
上
、「
○
」
百
二
句
、「
●
」
八
十
句
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十
五
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句
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「

」
二
十
句
、「
―
」
十
五
句
、「
‖
」
三
句
、「
○―

」
五
句
、「
●―

」
二
句
、
九

種
の
印
が
し
げ
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
。
残
る
二
百
一
句
の
「
印
無
し
」
を
加
え
、

十
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

　全
て
の
月
か
ら
句
を
選
出
し
た
「
○
」
及
び
「
●
」
グ
ル
ー
プ
は
、
小
作
品
集

に
も
な
り
得
る
。
し
か
し
他
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
部
の
月
に
偏
っ
た
収
集
と
な
っ

て
い
る
。

　『草
笛
』
掲
載
の
抜
抄
二
十
二
句
は
、
一
七
「
○
」、
一
八
「
○
」、
二
三
「
○
」、

二
四
「

」、
二
七
「
●
」、
六
二
「
―
」、
九
七
「
印
無
し
」、
一
三
五
「
●
」、

一
七
二
「
○
」、
一
九
〇
「
○
」、
三
一
一
「
●
」、
三
三
五
「
●
」、
三
三
八
「
印

無
し
」、
三
五
二
「

」、
三
六
一
「
印
無
し
」、
三
九
一
「
○
」、
四
一
〇
「

」、

四
一
五
「
●
」、
四
一
七
「

」、
四
二
〇
「
○
」、
四
三
二
「
●
」、
四
三
三
「
○
」

で
あ
り
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。「
或
書
」
を

記
し
た
「
何
人
」
に
よ
る
選
で
あ
ろ
う
。

　ま
た
、
桑
原
視
草
氏
は
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』
の
中
で
、
い
は
さ
き
久
良
子

著
『
し
き
し
ま
の
道
』
に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
し
げ
の
俳
諧
七
十
三
句
か
ら
、

二
十
三
句
を
選
ん
で
紹
介
さ
れ
た
。「
槃
草
」
に
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
内
の

二
十
二
句
で
あ
る
。
七
五
「
―
」、
一
二
二
「
●
」、
一
二
四
「
○―
」、
一
四
六

「
‖
」、
一
五
一
「
●
」、
一
五
七
「
―
」、
一
六
九
「
印
無
し
」、
一
七
四
「
●
」、

一
九
二
「
●
」、
二
五
二
「
○
」、
二
五
三
「
印
無
し
」、
二
五
七
「
●
」、
二
六
九

「
●
」、
二
七
一
「
印
無
し
」、
二
七
四
「
印
無
し
」、
三
一
五
「
○
」、
三
二
三

「
○
」、
三
六
八
「
印
無
し
」、
三
七
二
「
○
」、
三
八
〇
「
●
」、
三
八
二
「
●
」、

四
一
八
「

」
で
あ
り
、
こ
れ
も
特
定
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。

　印
を
分
け
る
に
あ
た
り
、
例
え
ば
「
○
」
と
「
●
」、「
○
」
と
「

」
な
ど
、

筆
の
流
れ
や
墨
の
具
合
に
よ
っ
て
、
判
別
し
難
い
も
の
も
多
く
見
ら
れ
た
。
中
で

も
「

」
と
し
た
三
四
〇
・
三
四
一
・
三
四
二
・
三
五
〇
・
三
五
二
は
、「
○
」
の
可

能
性
も
高
い
。
こ
の
よ
う
に
、
し
げ
の
意
に
沿
わ
な
い
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
た
も
の

も
あ
ろ
う
が
、
で
き
る
だ
け
意
図
を
汲
み
取
る
よ
う
努
め
た
。
印
は
近
く
に
書
か

れ
た
も
の
ほ
ど
、
形
や
大
き
さ
が
よ
く
似
て
い
る
。
し
げ
が
句
の
出
来
栄
え
に
つ

い
て
、
こ
ま
め
に
吟
味
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

五

　し
げ
の
句

　祝
羽
風
は
『
草
笛
』
中
で
、
し
げ
の
句
を
「
婉
柔
謙
遜
、
所
謂
句
作
の
強
か
ら

ざ
る
処
に
女
性
特
得
の
趣
味
を
発
揮
し
て
、
誦
す
べ
き
も
の
少
か
ら
ず
」
と
評
し

て
い
る
。
羽
風
の
目
に
し
た
句
が
対
象
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
抜
抄
二
十
二
句

と
、
し
げ
の
生
涯
を
語
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
句
（
全
七
句
の
内
、
五
句
が
し
げ

の
作
と
「
或
書
」
は
記
す
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
こ
に
「
槃
草
」
に
収
め
ら
れ

た
残
り
の
四
百
二
十
六
句
を
加
え
て
も
、
当
時
の
女
性
の
視
点
で
生
活
や
心
情
を

語
る
様
子
は
変
わ
ら
な
い
。
し
げ
の
慎
ま
し
や
か
な
喜
怒
哀
楽
、
細
や
か
な
気
づ

か
い
が
見
え
て
く
る
。

　中
和
夫
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
し
げ
は
蕉
風
の
詠
み
手
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
前

掲
「
近
世
の
女
流
俳
人

　松
井
し
げ
女
」
に
お
い
て
「
し
げ
女
は
俳
諧
を
当
時
越

峠
村
（
現
在
大
社
町
元
町
）
に
住
ん
で
い
た
学
者
で
俳
人
と
し
て
名
高
い
広
瀬
百

蘿
（
一
七
三
一
～
一
八
○
三
）
に
師
事
し
て
蕉
風
の
俳
諧
を
学
ん
だ
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　一
九
一
「
二
つ
に
は
闇
の
涼
み
も
こ
ゝ
ろ
ま
ゝ
」
は
「
皿
鉢
も
ほ
の
か
に
闇
の

宵
涼
み
」（
其
便
）
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
三
三
「
つ
ま
紅

の
雪
に
う
つ
る
や
若
菜
摘
」
は
「
わ
ぎ
も
子
が
爪
紅
粉
の
こ
す
雪
ま
ろ
げ
」（
猿

蓑
集
）
を
、
一
七
〇
「
五
月
闇
そ
れ
さ
へ
あ
る
に
ぬ
か
り
道
」
は
「
笠
島
は
い
づ
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こ
さ
月
の
ぬ
か
り
道
」（
お
く
の
ほ
そ
道
）
を
、
二
六
一
「
牛
部
や
に
何
を
鳴
ら

ん
つ
く
は
む
し
」
は
「
牛
部
屋
に
蚊
の
声
く
ら
き
残
暑
哉
」（
蕉
翁
句
集
）「
牛
部

屋
に
蚊
の
声
よ
は
し
秋
の
風
」（
蕉
翁
句
集
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
識
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
三
八
七
「
お
と
こ
気
も
事
に
こ
そ
よ
れ
ふ
く
と
汁
」、
三
八
八
「
命

よ
り
名
こ
り
お
し
け
れ
ふ
く
と
汁
」、
三
八
九
「
人
な
み
に
く
は
ぬ
も
い
か
ゝ
ふ

く
と
汁
」、
三
九
〇
「
薬
く
ひ
す
る
気
に
も
似
す
ふ
く
と
汁
」
の
四
句
に
見
ら
れ

る
「
ふ
く
と
汁
」
は
「
あ
ら
何
と
も
な
や
き
の
ふ
は
過
て
ふ
く
と
汁
」（
江
戸
三

吟
）
か
ら
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　ま
た
、
し
げ
自
身
は
加
賀
千
代
女
を
意
識
し
て
お
り
、
着
想
か
ら
言
葉
の
使
い

よ
う
ま
で
、
千
代
女
の
句
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
四
六
「
風
な
ら
て
た
れ
か
あ
く
へ
き
柳
髪
」
は
、「
く
ら
べ
こ
し

振
分
髪
も
肩
す
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
誰
か
あ
ぐ
べ
き
」（
伊
勢
物
語
）
の
本
歌
取

り
で
あ
る
が
、『
毛
吹
草
』
の
「
追
加

　上
」
に
見
ら
れ
る
石
田
未
得
の
「
風
な

ら
て
誰
か
あ
ぐ
へ
き
柳
髪
」
と
一
致
し
て
い
る
。
豪
商
松
井
家
で
隠
居
生
活
を
送

る
し
げ
が
俳
諧
を
学
ぶ
に
あ
た
り
、
江
戸
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
作
法
書
「
毛
吹

草
」
を
読
ん
だ
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
し
げ
は
多
く
の

書
物
に
親
し
み
、
本
歌
取
り
や
引
用
を
楽
し
ん
だ
。
例
え
ば
、
一
五
「
苔
の
む
す

岩
に
あ
や
か
れ
き
そ
は
し
め
」
は
「
わ
が
君
は
千
世
に
や
ち
よ
に
さ
ざ
れ
い
し
の

い
は
ほ
と
な
り
て
こ
け
の
む
す
ま
で
」（
古
今
和
歌
集
）
を
、
一
六
九
「
子
を
思

ふ
道
の
外
に
も
五
月
闇
」
は
「
人
の
お
や
の
心
は
や
み
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ

道
に
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な
」（
後
撰
和
歌
集
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
本
歌
取
り
し
た
も
の

で
あ
る
。
四
三
〇
「
年
の
関
鶏
の
そ
ら
音
も
は
か
ら
れ
す
」
は
「
夜
を
こ
め
て
鳥

の
そ
ら
ね
は
は
か
る
と
も
世
に
あ
ふ
さ
か
の
関
は
ゆ
る
さ
じ
」（
枕
草
子
）
を
本

歌
取
り
し
て
い
る
。
一
三
〇
「
松
の
藤
あ
さ
の
よ
も
き
に
恥
よ
か
し
」
は
「
蓬
生

麻
中
、
不
扶
而
直
」（
荀
子
）
を
、
二
七
三
「
名
月
や
夕
日
に
か
は
る
勢
田
の
は

し
」
や
二
七
八
「
名
月
や
石
山
に
聞
三
井
の
か
ね
」
は
「
近
江
八
景
」
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
「
勢
多
夕
照
」「
三
井
晩
鐘
」
を
題
材
に
用
い
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

四
六
「
風
な
ら
て
た
れ
か
あ
く
へ
き
柳
髪
」
も
ま
た
、
女
性
ら
し
い
視
点
で
句
作

に
取
り
組
む
し
げ
が
、「
伊
勢
物
語
」
に
着
想
を
得
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
し
げ
は
こ
の
句
を
榎
薬
師
に
奉
納
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。

　廻
瀾
亭
文
庫
本
「
槃
草
」
に
は
推
敲
の
跡
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
単
純
に
下
書

き
の
つ
も
り
で
書
か
れ
た
と
は
い
い
難
い
、
一
作
品
集
と
し
て
の
丁
寧
さ
、
気
を

抜
か
ぬ
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
本
は
全
て
の
頁
に
わ
た
り
、
六
行
（
六
句
）

を
基
準
に
、
最
後
ま
で
丁
寧
な
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
六
句
以
上
記
さ
れ
て
い

る
頁
も
あ
る
が
、
行
間
を
利
用
し
て
新
た
に
句
を
追
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
上
下

と
行
間
に
余
裕
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、
推
敲
や
追
加
な
ど
、
後
に
書
き
込
み
や
す

く
作
ら
れ
て
い
る
。
し
げ
の
、
細
や
か
で
良
く
気
が
つ
く
女
性
で
あ
っ
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。

　松
井
し
げ
女
の
名
は
出
雲
に
お
い
て
、
俳
諧
の
才
能
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
美
貌

に
よ
っ
て
も
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
活
字
化
さ
れ
た
状
態
で

あ
っ
た
と
は
い
え
、
廻
瀾
亭
文
庫
本
と
『
草
笛
』
で
紹
介
さ
れ
た
「
或
書
」
と
に

は
表
記
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。「
槃
草
」
が
書
き
写
さ
れ
、
別
本
が
存
在
す
る
可

能
性
も
高
い
。
今
後
の
発
見
に
期
待
し
た
い
。

［
付
記
］
本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
研

究
」（
代
表
・
野
本
瑠
美
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
翻
刻
に
お
力
添
え
を
い
た

だ
い
た
島
根
大
学
法
文
学
部
田
中
則
雄
教
授
、「
槃
草
」
を
収
集
し
現
在
ま
で
残

し
て
く
だ
さ
っ
た
井
原
雲
涯
先
生
と
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
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こ
さ
月
の
ぬ
か
り
道
」（
お
く
の
ほ
そ
道
）
を
、
二
六
一
「
牛
部
や
に
何
を
鳴
ら

ん
つ
く
は
む
し
」
は
「
牛
部
屋
に
蚊
の
声
く
ら
き
残
暑
哉
」（
蕉
翁
句
集
）「
牛
部

屋
に
蚊
の
声
よ
は
し
秋
の
風
」（
蕉
翁
句
集
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
識
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
三
八
七
「
お
と
こ
気
も
事
に
こ
そ
よ
れ
ふ
く
と
汁
」、
三
八
八
「
命

よ
り
名
こ
り
お
し
け
れ
ふ
く
と
汁
」、
三
八
九
「
人
な
み
に
く
は
ぬ
も
い
か
ゝ
ふ

く
と
汁
」、
三
九
〇
「
薬
く
ひ
す
る
気
に
も
似
す
ふ
く
と
汁
」
の
四
句
に
見
ら
れ

る
「
ふ
く
と
汁
」
は
「
あ
ら
何
と
も
な
や
き
の
ふ
は
過
て
ふ
く
と
汁
」（
江
戸
三

吟
）
か
ら
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　ま
た
、
し
げ
自
身
は
加
賀
千
代
女
を
意
識
し
て
お
り
、
着
想
か
ら
言
葉
の
使
い

よ
う
ま
で
、
千
代
女
の
句
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
四
六
「
風
な
ら
て
た
れ
か
あ
く
へ
き
柳
髪
」
は
、「
く
ら
べ
こ
し

振
分
髪
も
肩
す
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
誰
か
あ
ぐ
べ
き
」（
伊
勢
物
語
）
の
本
歌
取

り
で
あ
る
が
、『
毛
吹
草
』
の
「
追
加

　上
」
に
見
ら
れ
る
石
田
未
得
の
「
風
な

ら
て
誰
か
あ
ぐ
へ
き
柳
髪
」
と
一
致
し
て
い
る
。
豪
商
松
井
家
で
隠
居
生
活
を
送

る
し
げ
が
俳
諧
を
学
ぶ
に
あ
た
り
、
江
戸
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
作
法
書
「
毛
吹

草
」
を
読
ん
だ
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
し
げ
は
多
く
の

書
物
に
親
し
み
、
本
歌
取
り
や
引
用
を
楽
し
ん
だ
。
例
え
ば
、
一
五
「
苔
の
む
す

岩
に
あ
や
か
れ
き
そ
は
し
め
」
は
「
わ
が
君
は
千
世
に
や
ち
よ
に
さ
ざ
れ
い
し
の

い
は
ほ
と
な
り
て
こ
け
の
む
す
ま
で
」（
古
今
和
歌
集
）
を
、
一
六
九
「
子
を
思

ふ
道
の
外
に
も
五
月
闇
」
は
「
人
の
お
や
の
心
は
や
み
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ

道
に
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な
」（
後
撰
和
歌
集
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
本
歌
取
り
し
た
も
の

で
あ
る
。
四
三
〇
「
年
の
関
鶏
の
そ
ら
音
も
は
か
ら
れ
す
」
は
「
夜
を
こ
め
て
鳥

の
そ
ら
ね
は
は
か
る
と
も
世
に
あ
ふ
さ
か
の
関
は
ゆ
る
さ
じ
」（
枕
草
子
）
を
本

歌
取
り
し
て
い
る
。
一
三
〇
「
松
の
藤
あ
さ
の
よ
も
き
に
恥
よ
か
し
」
は
「
蓬
生

麻
中
、
不
扶
而
直
」（
荀
子
）
を
、
二
七
三
「
名
月
や
夕
日
に
か
は
る
勢
田
の
は

し
」
や
二
七
八
「
名
月
や
石
山
に
聞
三
井
の
か
ね
」
は
「
近
江
八
景
」
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
「
勢
多
夕
照
」「
三
井
晩
鐘
」
を
題
材
に
用
い
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

四
六
「
風
な
ら
て
た
れ
か
あ
く
へ
き
柳
髪
」
も
ま
た
、
女
性
ら
し
い
視
点
で
句
作

に
取
り
組
む
し
げ
が
、「
伊
勢
物
語
」
に
着
想
を
得
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
し
げ
は
こ
の
句
を
榎
薬
師
に
奉
納
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。

　廻
瀾
亭
文
庫
本
「
槃
草
」
に
は
推
敲
の
跡
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
単
純
に
下
書

き
の
つ
も
り
で
書
か
れ
た
と
は
い
い
難
い
、
一
作
品
集
と
し
て
の
丁
寧
さ
、
気
を

抜
か
ぬ
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
本
は
全
て
の
頁
に
わ
た
り
、
六
行
（
六
句
）

を
基
準
に
、
最
後
ま
で
丁
寧
な
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
六
句
以
上
記
さ
れ
て
い

る
頁
も
あ
る
が
、
行
間
を
利
用
し
て
新
た
に
句
を
追
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
上
下

と
行
間
に
余
裕
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、
推
敲
や
追
加
な
ど
、
後
に
書
き
込
み
や
す

く
作
ら
れ
て
い
る
。
し
げ
の
、
細
や
か
で
良
く
気
が
つ
く
女
性
で
あ
っ
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。

　松
井
し
げ
女
の
名
は
出
雲
に
お
い
て
、
俳
諧
の
才
能
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
美
貌

に
よ
っ
て
も
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
活
字
化
さ
れ
た
状
態
で

あ
っ
た
と
は
い
え
、
廻
瀾
亭
文
庫
本
と
『
草
笛
』
で
紹
介
さ
れ
た
「
或
書
」
と
に

は
表
記
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。「
槃
草
」
が
書
き
写
さ
れ
、
別
本
が
存
在
す
る
可

能
性
も
高
い
。
今
後
の
発
見
に
期
待
し
た
い
。

［
付
記
］
本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
研

究
」（
代
表
・
野
本
瑠
美
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
翻
刻
に
お
力
添
え
を
い
た

だ
い
た
島
根
大
学
法
文
学
部
田
中
則
雄
教
授
、「
槃
草
」
を
収
集
し
現
在
ま
で
残

し
て
く
だ
さ
っ
た
井
原
雲
涯
先
生
と
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

松
井
し
げ
女
「
槃
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」
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【
引
用
及
び
参
考
文
献
】

【
史
料
】
＊
「
槃
草
」（
出
雲
市
立
海
辺
の
多
伎
図
書
館
廻
瀾
亭
文
庫
蔵
）

　【書
籍
】
＊

『
草
笛

　第
二
巻
第
九
号
』（
明
治
三
十
七
年
、
草
笛
発
行
所
、
島
根
県
立
図
書
館
蔵
）

　

＊
『
草
笛

　第
二
巻
第
十
号
』（
明
治
三
十
七
年
、
草
笛
発
行
所
、
島
根
県
立
図
書
館
蔵
）

　＊
『
出
雲
俳
句
史
』（
昭
和
十
二
年
、
桑
原
一
雄
）

　＊
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』（
昭
和

五
十
六
年
、
だ
る
ま
堂
書
店
）
＊
『
大
社
の
史
話

　三
十
三
号
』（
昭
和
五
十
五
年
、
大
社

史
話
会
）

　＊
『
影
印
本
元
禄
版
お
く
の
ほ
そ
道
』（
昭
和
五
十
五
年
、
勉
誠
社
）

　＊
『
影

印
本
元
禄
版
猿
蓑
』（
平
成
五
年
、
新
典
社
）

　＊
『
新
編
国
歌
大
観

　第
一
巻

　勅
撰
集

編

　歌
集
』（
昭
和
五
十
八
年
、
角
川
書
店
）

　＊
『
新
編
国
歌
大
観

　第
五
巻

　歌
合
編

　歌
集
』（
昭
和
六
十
二
年
、
角
川
書
店
）

　＊
『
毛
吹
草
』（
一
九
四
三
年
、
新
村
出
校

閲
、
岩
波
文
庫
）

　＊
『
日
本
古
典
文
学
大
系
４
５

　芭
蕉
句
集
』（
昭
和
三
十
七
年

　岩

波
書
店
）

　＊
『
新
釈
漢
文
大
系
５

　荀
子

　上
』（
昭
和
四
十
一
年
、
明
治
書
院
）

　【そ

の
他
】
＊
「
町
誌
資
料
編

　杵
築
文
学

　第
一
輯
」（
昭
和
三
十
年
、
大
社
町
教
育
委
員
会
）

　＊
「
大
社
町
女
流
文
人
顕
彰
展
記
念
誌
」（
昭
和
三
十
三
年
、
大
社
町
教
育
委
員
会
）

　

＊
「
島
根
新
聞

　昭
和
四
十
二
年
十
一
月
三
日
」
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Matsui Shige-jo’s “Shiori-gusa” was written in 1801,The discovery has been desired earnestly 
by a haiku poet and the researcher of the Izumo district.The true title is “Tarai-gusa”,It is a 
collection of haiku poems full of feminine viewpoints.
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